
（
１
１
）

中
江
藤
樹
（
一
六
○
八
’
四
八
）
は
、
「
中
期
」
に
於
い
て
、
朱
子
学
か
ら

離
れ
た
独
自
な
学
の
形
成
を
開
始
し
た
。
本
稿
は
「
中
期
」
藤
樹
学
最
大
の
特

徴
で
あ
る
「
心
迩
差
別
」
論
に
焦
点
を
当
て
、
①
そ
の
形
成
を
促
し
た
事
情
を

外
的
要
因
と
内
的
契
機
と
の
両
面
か
ら
確
定
し
、
②
そ
の
内
的
構
造
を
分
析

し
、
③
そ
の
思
想
史
的
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
事
を
課
題
と
寺
る
。
思
想
の
形

成
史
的
観
点
を
縦
糸
と
し
、
内
外
両
面
か
ら
の
分
析
を
横
糸
と
す
る
斯
か
る
考

察
の
方
法
は
、
個
別
思
想
と
幕
藩
制
社
会
と
の
内
的
関
係
を
探
る
際
に
、
有
効

な
方
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
・
（
六
一
’
七
三

本
稿
で
扱
う
近
世
初
期
は
、
下
限
を
寛
文
迄
と
す
る
。
寛
文
延
宝
年
間
に
幕

藩
制
社
会
は
以
後
二
百
年
間
の
基
礎
を
確
立
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
以
前

の
社
会
は
、
形
成
期
特
有
の
潭
沌
の
内
に
以
後
と
は
異
る
独
自
な
歴
史
的
特
徴

を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

慶
長
の
初
発
以
来
、
武
家
諸
法
度
の
第
一
条
は
文
武
の
兼
備
を
規
定
し
て
い

る
。
近
世
初
期
に
時
代
を
限
定
す
れ
ば
、
こ
れ
は
武
篇
一
辺
倒
の
侍
が
家
中
の

多
く
を
占
め
て
い
た
中
に
於
け
る
、
指
導
層
か
ら
す
る
学
問
の
奨
励
と
見
倣
し

近
世
初
期
に
お
け
る
朱
子
学
的
思
惟
の
自
潰

ｌ
中
江
藤
樹
の
「
心
迩
差
別
」
論
を
中
心
と
し
て
Ｉ

（
２
）
一
五
三
八
’
一
六
一
六

得
る
。
「
治
国
家
根
源
」
（
伝
本
多
正
信
）
に
「
国
ヲ
治
メ
家
ヲ
整
ル
’
一
其
本

ア
リ
。
…
其
本
卜
云
〈
国
主
郡
主
ノ
御
心
ナ
リ
」
（
日
本
思
想
大
系
ｌ
以
後
大

系
と
略
記
ｌ
詔
八
頁
）
と
あ
る
様
に
、
為
政
者
は
心
の
学
問
を
求
め
た
。
そ
れ

は
特
に
、
臣
下
の
善
悪
を
知
り
用
捨
進
退
を
判
断
す
る
（
臣
下
を
適
材
適
所
に

遇
す
る
事
は
家
中
の
団
結
と
活
性
化
を
保
障
し
、
治
国
の
基
と
な
る
）
主
体
の

練
磨
に
資
す
る
学
問
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
大
名
は
、
「
学
ノ
国
家
二
益
有

事
」
（
「
池
田
光
政
日
記
』
慶
安
四
年
、
山
陽
図
書
出
版
一
四
三
頁
）
を
認
め

た
の
で
あ
る
。

近
世
初
期
の
思
想
界
で
は
、
概
し
て
学
問
学
派
の
別
は
未
だ
問
題
と
な
っ
て

い
な
い
。
ま
し
て
一
般
の
為
政
者
に
と
っ
て
そ
れ
は
関
心
の
外
で
あ
っ
た
。
近

世
初
期
の
思
想
学
問
の
特
徴
は
、
広
い
意
味
で
の
「
心
学
」
と
規
定
す
る
事
が

（
３
）

で
き
る
。
然
し
て
義
理
の
学
で
あ
る
そ
の
中
心
は
儒
学
、
特
に
明
代
心
学
の
影

響
を
含
む
宋
明
学
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
斯
か
る
大
名
の
学
問
要
請
に
、
当
時
の
儒
者
達
が
充
分
に
答
え
得

た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
概
し
て
否
定
的
で
あ
る
。
「
只
物
識
と
い
ふ
ま
で
に

一
五
四
八
’
一
六
一
○

て
、
何
の
役
に
も
た
上
い
」
（
「
本
多
平
八
郎
聞
書
」
、
大
系
犯
二
六
頁
）
、

「
無
学
の
人
よ
り
心
だ
て
あ
し
く
、
巧
言
令
色
し
て
、
人
を
へ
つ
ら
ひ
大
名
を

荻
生
茂
博

一
一
一
一



た
ら
し
」
（
『
本
佐
録
』
、
大
系
詔
二
九
四
頁
）
と
い
う
の
が
大
名
の
一
般
的

な
儒
者
評
で
あ
る
。
大
名
達
は
文
字
的
知
識
や
装
飾
的
教
養
を
排
斥
し
た
。

「
智
恵
の
自
慢
」
は
最
も
嫌
う
所
で
あ
っ
た
。

一
六
一
七
’
七
三

大
名
の
儒
者
批
判
の
多
く
は
、
「
板
倉
重
矩
遺
書
」
に
「
人
の
主
た
る
身
の
、

学
文
な
く
ぱ
、
政
道
な
り
が
た
し
。
四
書
五
経
七
書
類
、
文
字
は
不
二
見
知
一
と

も
、
よ
ま
せ
て
間
、
其
理
を
具
に
す
べ
し
。
但
よ
み
人
を
ゑ
ら
ぶ
べ
し
」
（
大

系
〃
三
四
頁
）
と
あ
る
様
に
、
儒
学
本
来
の
有
す
る
政
治
的
有
用
性
へ
の
期
待

（
４
）

か
ら
省
み
ら
れ
た
「
今
の
世
の
儒
者
」
に
対
す
る
不
満
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
五
五
八
’
一
六
三
七

本
阿
弥
光
悦
が
同
様
の
儒
者
批
判
か
ら
直
ち
に
「
宋
朝
の
儒
者
の
書
残
さ
れ
し

書
な
ど
、
高
論
も
有
之
候
と
承
り
候
へ
ど
も
、
誠
に
口
先
計
り
に
て
、
天
下
一

統
の
功
は
将
申
さ
ず
」
と
主
張
し
、
自
然
を
尊
ぶ
事
に
よ
り
外
国
と
は
異
っ
て

治
ま
っ
て
き
た
日
本
の
歴
史
像
を
述
べ
た
（
『
本
阿
弥
行
状
記
』
上
巻
、
『
光

悦
と
本
阿
弥
行
状
記
』
所
収
一
六
一
貝
Ｉ
）
事
が
示
す
様
に
、
そ
れ
は
宋
儒
ひ
い

て
は
朱
子
学
（
更
に
は
儒
学
一
般
）
へ
の
否
定
へ
と
洲
及
し
得
る
方
向
性
を
内

包
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

斯
か
る
批
判
の
存
在
は
、
近
世
後
期
に
明
確
化
す
る
儒
学
思
想
と
社
会
と
の

ず
れ
の
認
識
が
、
既
に
近
世
初
期
に
胚
胎
し
て
い
た
事
を
示
す
。
初
期
に
於
い

て
は
、
二
三
の
例
外
を
除
い
て
、
そ
れ
は
学
問
の
新
潮
流
形
成
に
結
実
し
て
い

な
い
が
、
当
時
の
思
想
界
に
於
け
る
儒
以
外
の
学
者
に
よ
る
儒
者
Ｉ
儒
学
批
判

を
見
る
事
に
よ
り
、
大
名
の
批
判
の
同
時
代
的
位
相
は
、
よ
り
厳
密
に
把
え
る

事
が
で
き
る
。
当
時
の
儒
者
批
判
の
主
勢
力
と
し
て
は
、
禅
家
と
兵
法
家
が
注

目
さ
れ
る
。

一
五
七
三
’
一

慶
長
か
ら
寛
永
年
間
に
は
一
連
の
禅
復
興
運
動
が
興
っ
て
い
る
（
沢
庵
宗

六
四
五
一
五
七
九
’
一
六
五
五
（
５
）

影
、
鈴
木
正
三
等
）
・
彼
等
は
禅
儒
一
致
論
の
是
認
に
於
い
て
儒
学
に

決
定
的
な
譲
歩
を
し
た
が
、
禅
の
真
面
目
に
於
い
て
儒
者
の
教
説
を
有
漏
、
学

解
に
泥
む
も
の
と
見
倣
し
た
。
こ
の
批
判
は
、
「
多
欲
而
世
を
へ
つ
ら
っ
て
為
二

渡
世
一
：
・
一
代
蔵
経
を
閉
し
目
暗
調
」
（
『
東
海
夜
話
』
下
之
巻
一
頁
、
『
沢
庵
和

尚
全
集
』
５
）
、
「
終
日
俗
家
ヲ
諸
テ
、
権
門
二
俳
佃
シ
」
（
『
反
故
集
』

上
、
『
鈴
木
正
三
道
人
全
集
』
三
○
五
頁
）
、
「
理
屈
二
落
テ
是
ト
思
う
」
（
『
盧

鞍
橋
』
上
、
同
一
五
○
頁
）
と
い
う
「
俗
ノ
半
分
モ
道
一
一
ス
ク
人
ナ
」
き
「
今
時

ノ
出
家
衆
」
（
同
、
一
七
二
頁
）
糾
弾
の
論
理
を
そ
の
ま
ま
儒
に
向
け
た
も
の

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
よ
り
主
体
の
内
奥
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
斯
か
る
彼
等
の
批
判
の
論
理
が
為
政
者
の
「
今
の
世

の
儒
者
」
批
判
の
論
理
と
同
一
で
あ
っ
た
事
は
、
偶
然
で
は
な
い
。

近
世
初
頭
に
体
系
化
さ
れ
た
兵
法
は
、
戦
闘
術
を
根
底
と
す
る
だ
け
に
赤
裸

々
な
実
践
主
義
を
基
調
と
し
た
か
ら
、
兵
法
家
は
特
に
博
覧
の
儒
者
の
非
実
践

一
六
○
七
’
七
○

性
を
問
題
と
し
た
。
例
え
ば
北
条
氏
長
は
「
近
日
儒
学
者
習
シ
ノ
気
ニ
ァ
ル
事

ヲ
不
し
知
シ
テ
…
物
知
ノ
名
ハ
ヵ
リ
’
一
テ
実
行
実
事
ノ
器
稀
ニ
ノ
：
．
」
（
『
乙
中

甲
伝
秘
訣
』
、
『
松
宮
観
山
全
集
』
２
三
三
六
頁
）
と
述
べ
る
。

初
期
の
兵
法
は
個
人
技
中
心
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
禅
心
学
の
論
理
を
取
り
入

（
６
）

れ
る
事
に
よ
り
、
単
な
る
戦
闘
術
以
上
に
政
治
主
体
の
心
の
学
へ
と
昇
華
し

た
。
他
方
、
近
世
初
頭
の
禅
復
興
運
動
興
隆
の
一
要
因
は
、
武
士
の
エ
ー
ト
ス

が
禅
に
禅
機
活
用
の
場
と
教
団
批
判
の
活
力
と
を
与
え
た
事
に
求
め
ら
れ
得

る
。
ま
た
、
兵
法
家
は
兵
法
の
心
学
化
を
「
ち
い
さ
き
兵
法
」
か
ら
「
大
な
る

一
五
七
一
’
一
六
郷
六

兵
法
」
へ
の
転
換
と
自
己
規
定
し
て
い
る
（
柳
生
宗
矩
『
兵
法
家
伝
書
』
上
巻

序
、
大
系
三
○
七
頁
）
が
、
大
名
も
ま
た
「
兵
法
〈
平
法
也
」
と
断
じ
、
「
居

ナ
ガ
ラ
天
下
ヲ
平
ゲ
」
る
「
大
成
平
法
」
の
立
場
か
ら
「
鑓
一
筋
大
刀
刀
ノ
兵

一
五
六
八
’
一
六
二
三

法
」
の
止
揚
を
家
中
に
説
い
て
い
る
（
「
黒
田
長
政
遺
言
」
、
大
系
”
一
八
頁
）
。

一

四



と
こ
ろ
で
宋
明
学
の
理
論
的
根
幹
は
勿
論
朱
子
学
で
あ
り
、
ま
た
近
世
思
想

史
を
烏
倣
す
れ
ば
儒
学
（
者
）
批
判
が
朱
子
学
批
判
に
焦
点
化
し
た
と
い
う
現

実
が
あ
る
。
近
世
初
期
に
於
け
る
「
朱
子
学
」
派
（
カ
ッ
コ
付
き
な
の
は
、
そ

れ
が
純
粋
な
朱
子
学
に
限
定
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
）
の
思
想
的
位
股
は
、
如

何
な
る
所
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
「
朱
子
学
」
派
の
道
学
的
主
張
は
、
義
理
一
般
に
於
い
て
の
み
な
ら

（
、
）

ず
積
極
的
に
武
家
の
自
意
識
に
結
合
す
る
性
格
を
有
し
て
い
た
。
翫
物
喪
志
の

大
名
は
本
来
的
に
武
的
存
在
で
あ
り
つ
つ
も
新
た
に
為
政
の
任
を
負
っ
た
事

に
規
定
さ
れ
て
、
前
述
の
如
き
学
問
観
を
持
っ
た
。
そ
し
て
禅
と
兵
法
は
斯
か

る
時
代
的
要
請
に
応
じ
て
復
興
ま
た
は
新
た
に
確
立
し
た
。
故
に
三
者
は
相
互

に
交
渉
し
、
同
一
の
位
相
か
ら
儒
学
（
者
）
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

戦
乱
の
終
結
は
為
政
者
に
学
問
を
要
請
し
た
。
統
一
権
力
の
世
俗
的
性
格
に

規
定
さ
れ
て
、
そ
の
学
の
主
流
が
儒
学
（
宋
明
学
）
で
あ
っ
た
事
は
疑
い
得
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
統
一
権
力
の
内
的
特
質
に
目
を
向
け
れ
ば
、
「
中
世
武
士

以
来
の
戦
闘
者
的
エ
ー
ト
ス
が
屈
折
し
て
官
僚
制
的
機
構
の
中
に
流
れ
込
ん
で

（
ワ
ィ
）

い
る
」
（
石
井
紫
郎
氏
「
近
世
の
法
と
国
制
」
）
、
ま
た
は
「
封
建
的
主
従
関

係
の
原
初
的
な
性
格
は
、
武
士
の
「
文
治
的
」
家
産
官
僚
へ
の
転
化
に
も
か
か
わ

ら
ず
最
後
ま
で
保
持
さ
れ
て
、
プ
ラ
ス
の
意
味
で
も
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
で
も
、

（
。
。
）

そ
の
エ
ト
ス
の
「
合
理
化
」
を
制
約
し
た
」
（
丸
山
真
男
氏
「
忠
誠
と
反
逆
」
）

と
い
う
所
に
、
そ
の
固
有
の
特
徴
が
あ
っ
た
。
故
に
「
学
ノ
国
家
二
益
有
」
と

（
ｎ
コ
）

す
る
為
政
者
も
、
『
葉
隠
』
に
代
表
さ
れ
る
学
問
無
用
論
の
立
場
と
無
縁
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
儒
学
（
者
）
の
知
識
主
義
は
、
そ
の
大
衆
化
の
当

初
に
際
し
て
、
各
方
面
か
ら
の
一
致
し
た
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

観
念
は
武
家
家
訓
に
援
用
さ
れ
た
。
更
に
は
、
道
統
史
観
に
依
拠
す
る
朱
子
学

は
儒
教
の
革
新
（
復
古
）
者
で
あ
り
、
そ
れ
は
近
世
初
期
の
日
本
に
適
用
さ
れ

る
と
、
前
述
の
儒
教
批
判
の
論
理
を
も
っ
て
す
る
旧
儒
学
へ
の
批
判
に
機
能
し

一
五
九
二
’
一
六
五
七

た
。
例
え
ば
松
永
尺
五
の
『
葬
倫
抄
』
は
、
「
我
朝
一
天
：
．
儒
道
〈
ア
リ
ト

イ
ヘ
ド
モ
、
文
字
言
句
ノ
沙
汰
ノ
ミ
ヲ
シ
テ
、
或
〈
書
ヲ
ヨ
ミ
、
或
〈
詩
ヲ
ツ

ク
ル
ヲ
、
儒
道
卜
思
テ
、
理
学
ヲ
人
ニ
シ
メ
シ
ヒ
ロ
ム
ル
コ
ト
ナ
シ
」
（
大
系
詔

（
ｕ
〉

三
○
四
頁
）
と
主
張
す
る
。
こ
の
観
念
は
か
な
り
の
程
度
で
定
着
し
て
い
る
。

し
か
し
「
朱
子
学
」
勢
力
の
伸
張
主
流
化
に
よ
り
、
権
力
機
構
内
に
於
け
る

知
識
提
供
の
任
が
仏
教
団
か
ら
「
朱
子
学
」
派
に
移
行
し
た
事
は
、
朱
子
学
の

士
大
夫
Ｉ
読
書
人
の
教
養
た
る
学
的
性
格
を
露
呈
さ
せ
、
彼
等
を
前
述
の
儒
学

（
者
）
批
判
の
矢
表
て
に
立
た
せ
る
事
に
な
っ
た
。
更
に
は
、
幕
閣
及
び
大
名

は
、
本
質
に
於
い
て
何
如
に
装
飾
的
知
識
を
嫌
悪
し
て
も
国
家
の
経
営
に
そ
れ

は
不
可
欠
で
あ
っ
た
か
ら
、
儒
者
の
博
識
を
卑
し
め
る
に
比
例
し
て
物
知
り

（
皿
）

に
切
り
縮
め
ら
れ
た
専
門
的
儒
者
を
求
め
た
。
林
家
は
特
に
幕
府
内
で
の
斯
か

る
任
に
当
て
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
科
挙
制
の
無
い
日
本
の
政
治
機
構
が
必
然
的

に
生
み
出
し
た
儒
者
の
地
位
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
礼
の
伝
統
保
持
が
直
接
政

治
に
生
か
さ
れ
る
士
大
夫
に
於
い
て
説
か
れ
た
朱
子
学
の
古
典
教
養
は
、
政
治

か
ら
疎
外
さ
れ
た
斯
か
る
立
場
で
は
倭
小
化
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
羅
山
そ
の

人
が
そ
れ
に
甘
ん
ず
る
ぱ
か
り
で
は
な
か
っ
た
事
は
個
別
的
な
羅
山
研
究
に
よ

（
咽
）

り
明
ら
か
で
あ
る
が
、
羅
山
が
博
学
を
誇
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
し
、
羅
山
の

地
位
を
求
め
て
汲
々
と
す
る
そ
の
亜
流
が
、
当
時
の
儒
者
の
多
く
で
は
な
か
っ

た
か
。
修
己
と
治
人
を
統
一
的
に
保
証
す
る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
朱
子
学
の
主

知
主
義
は
、
「
朱
子
学
」
派
に
於
い
て
悪
し
ぎ
知
識
主
義
と
な
り
、
ま
た
そ
れ

が
批
判
を
具
体
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

一

五



即
ち
、
幕
藩
制
権
力
の
特
殊
的
性
格
故
に
、
儒
学
（
宋
明
学
）
は
社
会
的
要
請
を

担
い
つ
つ
も
知
識
主
義
と
批
判
さ
れ
た
の
だ
が
、
「
朱
子
学
」
派
は
そ
の
よ
り
拡

大
さ
れ
た
矛
盾
の
頂
点
に
在
っ
た
の
で
あ
る
。
批
判
の
徒
及
び
「
朱
子
学
」
者

の
多
く
は
そ
れ
に
無
自
覚
で
あ
っ
た
が
、
知
識
主
義
は
朱
子
学
の
本
質
に
関
わ

っ
て
い
た
か
ら
、
斯
か
る
状
況
の
中
で
「
朱
子
学
」
派
内
の
先
鋭
的
な
分
子

は
、
修
己
と
治
人
の
統
一
と
い
う
朱
子
学
的
思
惟
を
自
己
否
定
す
る
形
で
矛
盾

一
六
二
二
’
八
五

の
打
破
を
計
る
に
至
る
。
本
稿
で
扱
う
中
江
藤
樹
、
及
び
山
鹿
素
行
の
「
朱
子

学
」
か
ら
の
離
脱
は
、
そ
の
典
型
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

藤
樹
は
、
「
書
物
を
よ
む
ば
か
り
」
（
「
翁
問
答
』
、
大
系
調
八
五
頁
）
で

「
博
学
に
ほ
こ
る
の
承
を
つ
と
め
」
（
五
三
頁
）
、
「
自
満
の
邪
心
」
故
に

「
利
禄
の
も
と
め
の
ふ
し
て
」
（
五
一
頁
）
、
「
か
へ
っ
て
形
気
あ
し
く
異
風

に
な
る
：
・
贋
の
が
く
も
ん
」
（
四
八
’
九
頁
）
の
横
行
に
対
し
て
、
「
ま
つ
り

（
Ｍ
）

ご
と
」
と
「
が
く
も
ん
」
と
の
一
元
化
を
理
想
と
す
る
「
明
徳
親
民
之
実
学
」

（
「
林
氏
剃
髪
受
位
弁
」
、
同
一
六
頁
）
た
る
「
心
学
」
を
「
正
真
の
が
く

も
ん
」
と
規
定
し
た
。
素
行
も
ま
た
、
「
当
代
ノ
学
文
者
、
其
身
ノ
言
行
不
し

正
。
古
ヲ
引
テ
今
ヲ
ソ
シ
リ
高
慢
多
シ
。
是
二
世
事
ヲ
尋
六
ヶ
敷
可
ヲ
談
合
ス

ル
寸
〈
、
更
一
二
事
モ
不
し
通
、
不
学
モ
ノ
ヨ
リ
オ
ト
レ
ル
類
多
シ
」
（
『
諦

居
童
問
』
巻
一
、
『
山
鹿
素
行
集
』
６
二
三
○
頁
）
と
述
べ
、
「
世
間
と
学
問
」

と
を
統
一
す
る
「
実
学
」
を
追
求
し
た
。
両
者
は
共
に
、
「
学
才
と
身
の
行
ひ

と
、
二
筋
の
川
の
様
に
相
成
」
（
『
本
阿
弥
行
状
記
』
上
、
一
六
頁
）
と
い
う

批
判
を
我
が
も
の
と
し
た
所
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
両
者
は
、
専
門
の
儒
者
で
は
な
く
士
身
分
の
立
場
か
ら
学
を
形
成
し
た

と
い
う
共
通
項
を
持
つ
。
藤
樹
は
大
洲
藩
士
た
る
自
己
の
内
的
要
求
に
基
い
て

（
略
）

学
問
を
始
め
、
故
に
「
職
業
と
し
て
の
学
問
」
を
否
定
し
、
「
さ
ぶ
ら
い
の
し

わ
ざ
」
（
『
翁
問
答
』
、
八
六
頁
）
と
し
て
の
学
問
を
求
め
た
。
「
武
教
」
を

提
唱
し
た
素
行
が
、
北
条
氏
長
を
継
ぐ
兵
学
者
と
し
て
一
般
の
儒
者
の
遠
く
及

ば
ぬ
名
声
を
誇
っ
た
事
は
周
知
の
事
で
あ
る
。

但
し
、
素
行
学
の
特
徴
は
博
覧
一
般
を
否
定
せ
ず
却
っ
て
師
、
氏
長
の
心
学

的
兵
法
、
更
に
は
朱
子
学
の
心
学
的
な
部
分
を
否
定
し
、
実
地
に
役
立
つ
知
識

主
義
を
唱
え
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
に
は
羅
山
門
に
学
び
、
羅
山
と
同
じ
く
仕
官

の
途
に
奔
走
し
た
彼
の
経
歴
も
関
係
し
よ
う
が
、
寛
文
二
年
と
さ
れ
る
彼
の
思

想
的
転
回
の
時
期
が
、
よ
り
積
極
的
に
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
が
寛

文
前
後
で
幕
藩
制
社
会
を
一
区
分
し
た
事
を
想
起
さ
れ
た
い
。

修
己
と
治
人
の
統
一
と
い
う
朱
子
学
的
思
惟
は
、
修
己
の
学
た
る
藤
樹
学
と

治
人
の
学
た
る
素
行
学
と
を
生
承
出
し
た
事
を
も
っ
て
、
沮
侠
学
宣
長
学
の
出

現
を
待
た
ず
し
て
、
先
駆
的
に
自
潰
し
て
い
た
と
い
え
る
。
藤
樹
学
の
形
成
を

促
し
た
の
は
、
近
世
初
期
思
想
の
特
徴
を
な
す
武
士
の
「
心
学
」
的
観
念
で
あ

り
、
素
行
学
の
形
成
を
促
し
た
の
は
、
武
家
の
職
分
観
念
で
あ
る
。
概
念
化

す
れ
ば
、
前
者
は
武
士
の
原
初
的
エ
ー
ト
ス
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
官

僚
的
特
質
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

寛
文
を
境
に
武
士
の
エ
ー
ト
ス
は
思
想
史
の
表
層
か
ら
退
き
、
官
僚
的
特
質

が
前
面
に
出
る
が
、
前
述
の
如
く
近
世
を
貫
い
て
両
者
は
交
錯
し
、
「
二
重
構

（
妬
）

造
」
的
に
存
在
し
て
、
幕
藩
制
社
会
の
特
徴
を
形
づ
く
っ
た
。
「
朱
子
学
」
が

一
貫
し
て
批
判
を
浴
び
つ
つ
も
幕
末
に
至
る
迄
近
世
思
想
の
コ
モ
ン
・
マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
両
者
の
中
間
項
的
思
想
で
あ
っ
た
か
ら
と
考

え
ら
れ
る
が
、
既
に
近
世
初
期
に
於
い
て
「
朱
子
学
」
を
核
と
す
る
思
想
的
カ

オ
ス
は
二
極
に
相
分
れ
る
方
向
を
確
定
し
、
以
後
の
幕
藩
制
社
会
の
思
想
は
、

一
一
ハ



藤
樹
の
「
今
の
世
の
儒
者
」
批
判
は
、
具
体
的
に
林
羅
山
に
向
け
ら
れ
て
い

る
。
羅
山
は
官
命
に
よ
り
剃
髪
し
た
事
を
、
「
随
二
国
俗
一
、
与
二
太
伯
之
断
髪
、

孔
子
之
郷
服
一
、
何
以
異
哉
」
（
「
叙
法
印
位
詩
序
」
『
羅
山
先
生
詩
集
』
巻

三
十
八
、
『
林
羅
山
詩
集
』
下
四
一
八
頁
）
と
正
当
化
し
た
。
藤
樹
は
「
初

期
」
と
「
中
期
」
と
二
度
に
渉
っ
て
そ
れ
を
非
難
す
る
主
張
を
な
し
て
い
る

が
、
「
初
期
」
は
朱
子
学
信
奉
の
立
場
か
ら
の
、
「
中
期
」
は
独
自
の
「
心
迩

差
別
」
論
の
立
場
か
ら
の
批
判
で
あ
り
、
両
者
の
間
に
は
明
確
な
見
解
の
変
化

が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
藤
樹
の
思
想
が
「
初
期
」
か
ら
「
中
期
」
へ
と
転
回
し

分
業
的
協
業
の
総
体
に
於
い
て
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

藤
樹
学
の
形
成
を
儒
学
と
幕
藩
制
社
会
と
の
連
関
の
中
で
扱
っ
た
優
れ
た
先

行
研
究
に
、
尾
藤
正
英
氏
の
『
日
本
封
建
思
想
史
研
究
』
が
あ
る
。
儒
学
（
朱

子
学
）
と
幕
藩
制
社
会
の
原
理
と
の
断
絶
を
強
調
し
た
の
は
、
氏
が
噴
矢
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
氏
は
、
素
行
学
を
も
っ
て
幕
藩
制
原
理
の
思
想
的
表
出
と
す
る

（
「
山
鹿
素
行
の
思
想
的
転
回
」
、
思
想
川
刑
）
一
方
、
藤
樹
学
を
封
建
的
エ

ー
ト
ス
挫
折
の
典
型
と
把
え
る
。
こ
の
見
解
は
、
幕
藩
制
社
会
の
本
質
を
家
産

官
僚
制
と
見
倣
す
氏
の
基
本
的
立
場
の
骨
格
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
論

、
、

証
に
即
し
て
ふ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
武
家
が
学
問
一
般
を
否
定
し
た
か
の
如
く
把

え
、
大
名
に
於
け
る
主
体
的
学
問
要
請
の
側
面
を
捨
象
し
た
事
に
大
き
く
規
定

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
事
実
と
相
異
す
る
事
は
既
に
示
し
た
如
く
で
あ

る
。
本
稿
は
こ
の
側
面
を
強
調
す
る
と
共
に
、
幕
藩
体
制
の
原
理
は
決
し
て
一

枚
岩
で
は
な
い
と
す
る
立
場
か
ら
、
藤
樹
学
の
生
成
を
幕
藩
制
社
会
の
内
包
す

る
一
つ
の
要
請
に
依
拠
し
た
も
の
と
し
て
、
積
極
的
に
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

■■■■■

■■■■■■

た
内
的
契
機
が
窺
え
る
。

「
初
期
」
の
批
判
は
、
二
十
四
歳
の
時
に
著
わ
さ
れ
た
「
林
氏
剃
髪
受
位

弁
」
で
あ
る
。
そ
の
骨
子
は
、
第
一
に
は
、
太
伯
の
断
髪
を
『
孟
子
」
の
「
権
」

と
把
え
、
「
麻
呈
礼
也
、
今
也
純
倹
、
吾
従
し
衆
、
拝
し
下
礼
、
今
拝
二
乎
上
一
泰

也
、
雛
し
運
し
衆
、
吾
従
レ
下
」
と
の
孔
子
の
言
（
『
論
語
」
子
牢
）
に
拠
っ
て
、

「
君
子
之
於
二
国
俗
一
也
、
無
し
適
也
無
し
莫
也
、
義
之
与
此
」
（
『
論
語
」
里
仁

「
君
子
之
於
天
下
也
…
」
に
基
く
）
と
主
張
し
た
事
で
あ
り
、
第
二
に
は
、

「
服
二
堯
之
服
一
、
調
二
堯
之
言
一
、
行
二
堯
之
行
一
、
是
堯
而
已
突
」
（
『
孟
子
』
告

子
下
）
か
ら
、
「
今
肖
二
仏
者
之
形
一
、
居
二
仏
者
之
位
一
、
服
二
仏
者
之
服
一
者
、

謂
二
如
レ
之
何
一
、
仏
者
而
已
」
と
断
じ
た
事
で
あ
る
。
第
一
点
は
、
外
境
（
特
に
国

俗
）
の
諸
相
に
適
宜
応
じ
る
主
体
の
確
立
の
強
調
で
あ
り
、
第
二
点
は
、
儒
礼

の
践
履
を
も
っ
て
儒
教
の
実
践
と
す
る
立
場
の
堅
持
で
あ
る
。
前
者
は
後
に
展

（
Ⅳ
）

開
す
る
「
心
迩
差
別
」
論
の
「
心
」
の
、
後
者
は
「
班
」
の
問
題
で
あ
る
。

「
中
期
」
の
羅
山
批
判
は
、
三
十
四
歳
の
著
作
『
翁
問
答
』
に
あ
る
。
そ
こ

で
は
、
右
の
第
一
点
が
藤
樹
学
の
中
心
命
題
と
し
て
一
層
主
体
化
内
面
化
さ
れ

て
強
調
さ
れ
る
一
方
で
、
第
二
点
は
、
「
そ
の
か
み
を
そ
り
た
る
と
こ
ろ
ば
か

り
に
て
吟
味
し
て
は
、
是
非
の
真
実
し
れ
ぬ
も
の
な
り
、
そ
の
か
象
を
そ
る
と

こ
ろ
の
心
根
は
：
．
何
の
た
め
ぞ
と
考
み
て
評
判
あ
る
べ
し
」
（
一
四
六
頁
）
と
、

「
前
期
」
と
は
異
る
見
解
が
示
さ
れ
る
。
同
書
で
は
、
礼
法
が
「
時
処
位
」
に

限
定
さ
れ
た
「
通
」
な
る
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
に
拘
泥
し
て
「
心
」
を
見
失
う

事
な
き
事
が
、
繰
り
返
し
主
張
さ
れ
る
。

、
、
、
、
、

、

先
行
研
究
で
は
、
藤
樹
の
「
心
迩
差
別
」
論
は
、
非
本
質
的
な
「
通
」
に
構

、
、

、
、
、
、

わ
ず
絶
対
的
普
遍
的
な
聖
人
の
「
心
」
を
直
接
的
に
把
握
す
る
事
、
と
理
解
さ

（
肥
）

れ
て
い
る
。
確
か
に
右
の
藤
樹
の
主
張
の
変
化
は
、
そ
れ
を
証
左
し
て
い
る
が

一
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如
く
で
あ
る
。
し
か
し
藤
樹
の
内
面
に
目
を
向
け
る
時
、
こ
の
変
化
が
単
な
る

「
通
」
の
欠
落
で
な
い
事
が
明
ら
か
と
な
る
。

朱
子
は
明
徳
を
「
虚
霊
不
味
、
以
具
二
衆
理
一
而
応
二
万
事
一
者
」
と
定
義
す

（
ぬ
）

る
。
即
ち
、
霊
活
的
心
主
体
の
覚
醒
に
行
為
の
客
観
妥
当
性
の
観
点
を
導
入
し

た
所
に
朱
子
学
の
特
徴
が
あ
り
、
故
に
日
用
間
零
砕
処
に
於
け
る
格
物
究
理
の

工
夫
が
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
礼
の
規
定
は
そ
の
準
則
で
あ
る
。
「
初
期
」
の

藤
樹
は
斯
か
る
朱
子
学
の
原
則
に
沿
っ
て
、
羅
山
の
現
実
妥
協
的
態
度
か
ら
そ

の
窓
意
性
を
厳
し
く
問
題
と
し
た
の
で
あ
る
。

山
崎
闇
斎
の
羅
山
批
判
「
世
儒
剃
髪
弁
」
（
『
垂
加
草
』
第
八
、
旧
版
『
山

崎
闇
斎
全
集
』
上
六
三
’
四
頁
）
も
、
「
従
し
俗
違
レ
俗
而
中
」
を
説
き
、
「
君

子
之
於
天
下
」
条
「
麻
鳧
礼
也
」
条
を
引
い
て
「
君
子
和
而
不
レ
流
」
（
『
論

語
』
子
路
）
と
結
論
し
、
ま
た
泰
伯
の
行
為
を
「
聖
人
体
し
道
之
大
権
」
と
述

べ
（
第
一
占
妙
、
「
吾
聞
二
用
し
夏
変
レ
夷
者
一
、
未
し
聞
下
変
二
於
夷
一
者
上
也
「
（
『
孟

子
』
藤
文
公
上
）
か
ら
儒
礼
の
堅
持
を
説
く
（
第
二
点
）
・
光
悦
が
「
気
に

入
る
事
は
学
文
を
用
ひ
、
気
に
入
ら
ぬ
事
は
私
の
存
念
通
り
取
計
候
人
多
く
」

（
『
本
阿
弥
行
状
記
』
上
巻
、
一
六
頁
）
と
述
べ
た
様
に
、
儒
者
の
窓
意
性
は

儒
教
外
か
ら
多
く
投
げ
ら
れ
た
問
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
儒
教
の
礼
と
現
実

の
俗
と
の
乖
離
状
況
（
礼
の
根
幹
で
あ
る
葬
祭
が
寺
請
制
度
に
よ
り
仏
教
団
の

下
に
固
定
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
事
を
想
起
せ
よ
）
に
関
わ
っ
て
、
儒
者
自
身
に
於

い
て
、
よ
り
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
素
行
も
ま
た
「
当
時
ノ
俗
二

従
う
丁
ア
リ
、
不
し
従
可
ア
リ
」
と
述
べ
、
「
和
而
不
レ
流
」
を
説
い
て
い
る

（
『
調
居
童
問
』
巻
二
、
二
九
五
頁
）
・

「
初
期
」
か
ら
「
中
期
」
へ
と
至
る
藤
樹
の
主
張
の
変
化
は
、
「
格
套
」
の

問
題
化
、
即
ち
儒
礼
の
遵
守
が
「
心
」
の
覚
醒
に
結
び
付
か
な
い
と
い
う
自
覚

一
八

に
基
く
。
藤
樹
は
こ
の
事
態
を
、
「
真
性
活
発
ノ
体
ヲ
失
う
コ
ト
〈
（
羅
山
の

学
と
ｌ
筆
者
補
）
均
シ
」
（
「
藤
樹
先
生
年
譜
」
、
大
系
二
九
八
頁
）
と
考
え

る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
通
」
の
工
夫
を
欠
落
さ
せ
た
の
で
は
、
応
事

の
客
観
妥
当
性
は
保
障
さ
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
「
初
期
」
以
来
の
課

題
の
放
棄
に
他
な
ら
な
い
。
事
実
藤
樹
は
、
「
格
套
」
の
問
題
化
の
後
に
却
っ

へ
”
）

て
五
経
の
賞
揚
（
三
十
一
歳
Ｉ
）
『
小
学
』
の
学
習
（
三
十
二
’
四
歳
）
と
、

「
通
」
の
工
夫
を
積
極
的
に
試
象
、
そ
れ
が
「
中
期
」
藤
樹
学
の
一
方
の
特
徴

を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
朱
子
学
の
体
系
内
に
あ
る
限
り
応
事
の
客
観
妥
当
性

は
「
通
」
の
工
夫
に
於
い
て
解
決
さ
れ
る
外
は
な
く
、
だ
が
そ
れ
は
自
由
な
る

「
心
」
と
零
砕
な
る
「
通
」
と
の
分
裂
を
一
層
な
ら
し
め
る
。
こ
の
矛
盾
か
ら

「
格
套
」
の
克
服
は
、
藤
樹
が
十
年
に
渉
っ
て
坤
吟
し
た
内
的
問
題
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

「
心
迩
差
別
」
論
は
斯
か
る
過
程
で
提
唱
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
心
」

と
「
通
」
と
を
各
々
そ
の
分
裂
の
極
迄
追
い
つ
め
た
上
で
連
続
融
合
な
ら
し
め

る
工
夫
論
、
瓊
細
な
「
通
」
そ
れ
自
体
を
徹
底
し
て
重
視
す
る
事
を
通
し
て
そ

れ
を
越
え
た
「
心
」
を
自
得
せ
ん
と
す
る
実
践
的
認
識
論
、
で
あ
っ
た
。

儒
学
に
於
い
て
認
識
の
問
題
の
中
心
が
読
書
法
に
あ
る
事
は
言
う
迄
も
な

い
。
「
心
迩
差
別
」
論
の
本
質
も
経
典
解
釈
の
方
法
論
に
あ
る
が
、
藤
樹
は
読

書
法
に
つ
い
て
、
「
訓
詰
」
と
「
通
」
（
記
載
さ
れ
た
聖
賢
の
言
行
）
と
「
心
」

（
記
述
に
込
め
ら
れ
た
聖
賢
の
本
意
の
至
善
）
と
の
三
つ
の
「
差
別
」
（
カ
テ

ゴ
リ
ー
）
を
示
し
た
上
で
、
次
の
様
に
言
う
。

其
訓
詰
を
ま
な
び
、
其
あ
と
を
よ
く
わ
き
ま
へ
、
そ
の
心
を
よ
く
と
り
も

ち
ひ
て
、
わ
が
心
の
師
範
と
な
し
、
意
を
誠
に
し
、
心
を
た
堂
し
く
す
れ

ば
、
聖
賢
の
心
す
な
は
ち
わ
が
心
と
な
り
、
我
心
す
な
は
ち
せ
い
け
ん
の



そ
れ
で
は
「
心
迩
差
別
」
論
は
、
如
何
に
し
て
「
通
」
を
通
し
て
「
心
」
を

把
捉
す
る
事
を
可
能
に
し
よ
う
と
す
る
の
か
。
『
論
語
郷
党
啓
蒙
翼
伝
』
（
三
十

二
歳
の
作
、
『
藤
樹
先
生
全
集
』
１
収
）
は
、
そ
の
中
で
「
学
者
宜
下
因
二
其
迩
一
而

求
中
其
心
上
也
」
（
四
七
一
頁
）
と
記
さ
れ
る
様
に
、
そ
れ
を
藤
樹
自
身
が
開
示

し
た
稀
有
な
例
で
あ
る
。
ま
た
同
書
は
、
．
貫
心
法
勿
二
他
求
一
／
郷
党
全
篇

聖
所
し
裁
／
動
静
云
為
宜
レ
止
レ
善
／
山
梁
雌
維
亦
時
哉
」
の
絶
句
今
送
吉
田
子
」

三
十
一
歳
、
『
藤
樹
先
生
全
集
』
１
八
七
頁
）
に
示
さ
れ
る
如
き
自
負
の
下
に

制
作
さ
れ
た
、
「
中
期
」
藤
樹
学
の
中
心
的
著
書
で
あ
る
。
本
節
で
は
同
書
に

基
い
て
、
藤
樹
の
「
心
迩
差
別
」
論
の
内
的
構
造
を
検
討
し
よ
う
。

「
郷
党
」
と
は
、
孔
子
の
礼
執
行
の
有
様
を
羅
列
的
に
記
し
た
、
『
論
語
』

中
の
特
異
な
一
篇
で
あ
る
。
こ
の
篇
は
内
容
的
に
『
礼
記
』
曲
礼
玉
操
二
篇
と

繋
が
り
を
持
ち
、
ま
た
そ
の
多
く
が
『
小
学
』
に
採
ら
れ
て
い
る
。

藤
樹
の
『
論
語
郷
党
啓
蒙
翼
伝
』
は
、
「
啓
蒙
」
「
翼
伝
」
の
二
部
分
か
ら

（
剛
）

構
成
さ
れ
る
。
「
啓
蒙
」
は
郷
党
篇
の
思
想
的
注
解
で
あ
る
。
「
翼
伝
」
は
そ

の
裏
付
け
を
自
注
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
藤
樹
に
は
祖
述
の
伝
統
を
固
守
す
る

態
度
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
啓
蒙
」
中
の
語
句
の
典
拠
（
但
し
そ
の
解
釈

心
と
た
が
は
ず
。
心
、
聖
賢
の
心
に
た
が
は
ざ
れ
ぱ
、
言
行
す
な
は
ち
聖

賢
時
中
の
言
行
に
そ
む
か
ず
、
か
や
う
に
ま
な
ぶ
を
正
真
の
が
く
も
ん
と

云
な
り
。
（
『
翁
問
答
』
、
五
二
’
三
頁
）

藤
樹
の
「
心
迩
差
別
」
論
は
誠
意
正
心
の
前
、
即
ち
朱
子
学
の
格
物
致
知
の

位
置
に
相
当
す
る
議
論
で
あ
り
、
「
あ
と
（
跡
》
を
よ
く
わ
き
ま
へ
」
る
事
を

基
礎
と
し
て
い
る
事
を
、
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
一
一

の
多
く
は
『
集
註
』
『
大
全
』
及
び
朱
子
末
書
に
拠
る
）
を
示
し
た
「
註
證
」

「
考
註
證
」
、
主
に
字
書
的
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
「
訓
詰
」
、
な
ら
び
に
三

礼
の
注
疏
に
基
い
て
礼
の
具
体
相
を
説
明
し
た
「
考
」
、
の
三
部
分
か
ら
成
る
。

「
考
」
は
藤
樹
の
「
班
」
へ
の
関
心
が
礼
学
研
究
に
進
ん
だ
事
を
示
す
が
、
そ

の
内
容
に
立
ち
入
る
事
は
本
稿
の
目
的
を
越
え
る
。
「
心
迩
差
別
」
の
論
理
究

明
に
は
、
「
啓
蒙
」
を
「
註
證
」
等
の
経
典
世
界
に
基
け
て
理
解
す
る
事
が
、

藤
樹
の
意
向
に
最
も
叶
う
方
法
と
思
わ
れ
る
。

藤
樹
は
「
啓
蒙
」
で
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

聖
経
悉
是
無
言
之
教
也
。
郷
党
一
篇
。
其
景
象
最
為
一
分
曉
一
。
夫
子
嘗

日
。
吾
無
二
行
而
不
ワ
与
二
二
三
子
一
者
。
是
丘
也
。
是
以
孔
門
諸
子
謹
書
而

備
録
し
之
。
可
レ
謂
二
善
学
者
一
也
。
（
四
○
六
’
七
頁
）

「
註
證
」
は
先
ず
「
無
言
」
に
つ
い
て
、
『
論
語
』
陽
貨
の
一
条
を
抜
書
し

て
、
そ
れ
が
孔
子
の
次
の
言
に
依
拠
す
る
事
を
明
示
す
る
。

子
日
、
予
欲
レ
無
し
言
（
学
者
多
以
二
言
語
一
観
二
聖
人
一
、
而
不
レ
察
三
其
天
理

流
行
之
実
有
二
不
し
待
レ
言
而
著
者
一
、
是
以
徒
得
二
其
言
一
而
不
レ
得
三
其
所
二

以
言
一
、
故
夫
子
発
し
此
以
警
し
之
）
、
子
貢
日
、
子
如
不
し
言
、
則
小
子
何

述
焉
（
子
貢
正
以
二
言
語
一
観
二
聖
人
一
者
、
故
疑
而
間
し
之
）
、
子
日
、
天

何
言
哉
、
四
時
行
焉
、
百
物
生
焉
、
天
何
言
哉
（
四
時
行
百
物
生
、
莫
レ

非
二
天
理
発
見
流
行
之
実
一
、
不
し
侍
レ
言
而
可
し
見
、
聖
人
一
動
一
静
、
莫
レ

非
二
妙
道
精
義
之
発
一
、
亦
天
而
已
豈
待
レ
言
而
顕
哉
、
。
：
程
子
日
、
…
如
二

顔
子
一
則
便
黙
識
…
愚
按
此
与
二
前
篇
無
隠
之
意
一
相
発
、
学
者
詳
し
之
）
、

ハ
ヵ
ッ
コ
内
は
『
集
註
』
、
藤
樹
の
文
面
に
は
表
わ
れ
な
い
Ｖ

右
は
、
孔
子
の
二
の
行
為
を
天
道
の
発
現
に
比
並
さ
せ
、
そ
れ
が
有
限
な

一

九



言
語
説
明
を
待
た
ず
と
も
そ
れ
を
越
え
て
完
全
で
あ
る
事
を
説
い
て
い
る
。

「
夫
子
嘗
日
」
は
、
『
論
語
』
述
而
の
「
子
日
、
以
レ
我
為
レ
隠
乎
、
吾
無
し

隠
二
乎
爾
一
」
に
続
く
一
文
で
あ
る
。
こ
の
条
が
引
か
れ
た
の
は
、
「
無
言
」
条

『
集
註
』
末
尾
の
指
示
に
従
う
。
「
無
隠
」
条
『
集
註
』
に
は
、
「
諸
弟
子

以
二
夫
子
之
道
高
深
不
諺
可
二
幾
及
一
、
故
疑
二
其
有
諺
隠
、
而
不
レ
知
二
聖
人
作
止
語

黙
無
フ
非
し
教
、
故
夫
子
以
二
此
言
一
曉
し
之
、
程
子
日
、
聖
人
道
猶
修
天
然
、
門
弟

子
親
炎
而
糞
及
し
之
、
然
後
知
二
其
高
且
遠
一
」
と
あ
る
。
こ
の
条
は
、
高
遠
な

論
義
に
於
い
て
で
は
な
く
、
自
身
の
日
常
の
振
舞
を
も
っ
て
弟
子
を
感
化
し
た

孔
子
の
教
育
法
を
示
す
。

「
孔
門
諸
子
謹
書
．
：
」
は
、
藤
樹
は
明
示
し
て
い
な
い
が
、
郷
党
篇
全
体
に

係
る
『
集
註
』
の
「
尹
氏
日
、
甚
美
、
孔
門
諸
子
之
嗜
レ
学
也
、
於
二
聖
人
之
容

色
言
動
一
、
無
し
不
三
謹
書
而
備
録
し
之
、
以
胎
二
後
世
一
、
今
読
二
其
耆
一
、
即
其
事

宛
然
如
二
聖
人
之
在
杉
目
也
」
に
拠
る
。

以
上
の
如
く
「
啓
蒙
」
の
主
張
は
、
朱
子
の
経
学
を
踏
ま
え
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、
藤
樹
の
主
張
が
次
の
如
く
で
あ
っ
た
事

が
確
認
さ
れ
る
。
即
ち
、

〃
聖
人
の
「
心
」
（
「
所
二
以
言
一
」
）
は
「
言
」
に
よ
る
説
明
を
越
え
た
存

在
で
あ
り
、
孔
門
に
於
け
る
心
法
の
伝
授
は
孔
子
の
日
常
の
行
為
に
親
し
む
事

を
通
し
て
為
さ
れ
た
。
郷
党
篇
は
直
弟
子
に
よ
る
孔
子
の
日
常
的
礼
実
践
の
記

録
で
あ
る
か
ら
、
今
日
の
学
問
者
も
斯
篇
を
通
し
て
聖
門
の
心
法
を
追
体
験
で

き
る
の
だ
。
川
と
。

右
の
論
理
の
基
礎
は
、
聖
人
の
「
心
」
と
「
言
」
と
の
間
の
断
絶
の
認
識
で

あ
る
。
「
言
は
意
を
尽
く
さ
ず
」
の
意
識
は
、
藤
樹
学
に
特
に
顕
著
な
思
惟
で

あ
る
（
彼
の
祖
述
固
持
の
態
度
は
、
そ
の
現
わ
れ
で
あ
る
）
・
聖
人
の
完
全
性

と
の
対
比
に
於
い
て
「
言
」
の
有
限
性
は
論
理
化
さ
れ
、
「
無
言
」
条
は
聖
人

の
天
と
の
一
体
性
に
基
け
て
そ
れ
を
説
い
た
。
「
啓
蒙
」
は
斯
か
る
所
か
ら
す

（
”
）

る
聖
人
の
天
人
一
体
を
、
「
天
是
大
底
聖
人
。
聖
人
是
小
底
天
」
（
四
九
○
頁
）
、

「
夫
聖
人
者
。
自
レ
頂
至
レ
踵
。
全
体
都
是
至
道
之
凝
聚
・
而
有
レ
形
之
神
理
也
」

（
四
五
九
頁
）
等
、
繰
り
返
し
特
に
強
調
す
る
。
そ
こ
で
以
下
、
藤
樹
学
に
於

け
る
天
と
人
と
の
関
係
の
具
体
相
を
検
討
し
つ
つ
、
藤
樹
の
右
の
論
理
の
内
奥

に
踏
永
込
ん
で
い
き
た
い
。

藤
樹
は
終
始
、
天
徳
を
『
易
』
の
乾
元
に
於
い
て
把
え
て
い
る
。
朱
子
学
で

は
乾
元
は
「
天
地
生
し
物
之
端
…
生
意
」
（
『
朱
子
語
類
』
巻
六
八
１
羽
）
と

さ
れ
る
。
藤
樹
の
生
々
活
発
融
通
無
碍
な
る
「
心
」
の
主
張
は
こ
の
乾
元
の

「
生
意
」
に
由
来
す
る
が
、
特
に
本
稿
で
注
目
す
べ
き
は
、
藤
樹
学
に
於
い
て

「
生
意
」
の
無
意
志
性
が
殊
更
に
強
調
さ
れ
る
事
で
あ
る
。

「
啓
蒙
」
は
聖
人
の
行
為
が
細
微
に
至
る
迄
時
中
に
あ
る
事
を
、
次
の
様
に

記
す
。

按
自
レ
始
至
レ
終
。
動
容
周
旋
。
無
し
不
し
中
し
礼
。
所
謂
四
体
不
し
言
而
嶮
。

造
次
顛
柿
。
必
於
し
是
。
譽
如
下
化
工
之
賦
二
形
与
ワ
生
不
占
遣
二
蟆
嶬
一
。
於
し

是
聖
人
与
二
天
地
一
合
二
其
徳
一
。
亦
可
レ
観
。
（
四
一
五
’
六
頁
）

「
動
容
周
旋
、
無
不
中
礼
」
は
『
孟
子
』
尽
心
下
、
「
四
体
不
言
而
哺
」
は

同
じ
く
尽
心
上
、
「
造
次
顛
柿
、
必
於
是
」
は
『
論
語
』
里
仁
、
「
聖
人
与
天

地
合
其
徳
」
は
『
易
』
乾
、
こ
れ
ら
の
語
群
は
「
啓
蒙
」
の
至
る
所
で
引
か
れ

る
。
朱
子
は
『
集
註
』
で
「
動
容
周
旋
。
：
」
を
「
細
微
曲
折
．
：
自
然
而
中
、
而

非
レ
有
し
意
二
於
中
一
」
と
注
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
が
藤
樹
学
で
の
最
重
要
な
論

点
と
な
る
。
藤
樹
が
郷
党
篇
を
賞
揚
し
た
の
も
、
そ
の
『
集
註
』
前
掲
「
伊
氏

日
」
の
続
き
に
「
雌
し
然
、
聖
人
豈
拘
拘
而
為
し
之
者
哉
、
蓋
盛
徳
之
至
、
動
容

一

一
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蓋
天
工
無
し
意
。
而
造
二
化
万
物
一
。
就
二
其
物
一
而
観
し
之
。
則
形
象
万
端
。

有
下
非
二
人
巧
之
所
戸
及
者
迄
。
聖
人
之
言
行
。
亦
如
レ
此
・
聖
人
無
し
意
而

言
。
無
し
意
而
行
。
就
二
其
言
行
一
而
考
し
之
。
則
理
義
万
端
。
有
下
非
二
按
排

擬
議
之
所
咳
及
者
上
。
今
吾
所
し
論
者
。
聖
人
無
し
意
之
化
工
自
然
之
象
。
記

者
之
宗
旨
也
。
（
四
九
七
頁
）

即
ち
、
現
象
世
界
は
「
無
意
」
の
天
工
に
因
る
が
故
に
無
限
の
様
態
を
持

ち
、
そ
れ
を
有
限
な
る
人
知
は
網
羅
で
き
な
い
。
聖
人
は
無
限
の
事
象
の
二

に
「
意
」
を
著
け
ず
、
無
限
の
津
一
的
全
体
た
る
天
の
「
心
」
に
同
化
す
る
が

故
に
、
却
っ
て
人
知
の
個
別
性
を
越
え
、
無
限
の
時
中
に
叶
う
、
と
い
う
の
で

あ
る
。藤

樹
は
、
天
（
自
然
）
の
無
限
定
的
全
体
性
と
そ
れ
に
対
す
る
「
意
」
Ｉ
人

知
の
個
別
性
部
分
性
を
強
く
意
識
す
る
事
か
ら
、
聖
人
の
「
心
」
が
「
言
」
を

越
え
る
事
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

藤
樹
学
に
於
け
る
天
人
関
係
の
事
実
認
識
は
、
以
上
の
如
く
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
聖
人
は
現
象
世
界
の
個
別
的
な
「
通
」
に
「
意
」
を
著
け
な
い
事
に
よ

周
旋
、
自
中
二
乎
礼
一
耳
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

藤
樹
は
「
心
」
の
「
無
意
」
が
行
為
の
完
全
な
る
妥
当
性
を
保
障
し
て
い
る

事
を
、
衆
人
は
意
志
的
に
道
に
従
う
が
故
に
行
為
の
末
梢
に
必
ず
欠
陥
を
有
す

る
事
と
の
対
比
に
於
い
て
、
繰
り
返
し
主
張
す
る
。
例
え
ば
、

衆
人
勉
強
依
し
之
。
故
不
し
能
し
無
二
欠
關
一
。
聖
人
安
而
依
し
之
。
猶
二
水
火

之
潤
下
炎
上
一
。
（
四
四
四
頁
）

藤
樹
は
、
或
る
固
定
的
な
「
意
」
の
あ
る
限
り
、
そ
れ
が
主
観
的
に
善
な
る

意
図
で
あ
っ
て
も
行
為
の
盗
意
性
は
免
れ
得
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

更
に
藤
樹
は
、
次
の
様
に
述
べ
る
。

り
天
の
全
体
性
と
一
体
化
し
、
ま
た
そ
れ
故
に
人
知
を
超
越
す
る
の
な
ら
ば
、

学
問
者
は
、
聖
人
の
「
心
」
把
捉
の
為
に
は
唯
一
そ
の
「
通
」
に
拠
ら
ね
ば
な

ら
ず
、
然
し
て
「
通
」
に
「
意
」
を
著
け
る
限
り
は
聖
人
の
「
心
」
を
捉
え
ら

れ
な
い
筈
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
践
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
黙
止
す
べ
か
ら
ざ
る

矛
盾
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
「
通
」
に
全
面
的
に
拠
り
な
が
ら
何
如
に
し
て

「
意
」
を
「
通
」
に
膠
著
せ
し
め
な
い
か
が
、
藤
樹
学
に
於
け
る
学
問
者
の
課

題
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
、
藤
樹
に
於
け
る
「
心
迩
差
別
」
の
論
理
的
核
心
で
あ

ブ
（
》
○

孔
子
の
だ
き
行
為
は
、
「
意
」
に
拘
わ
れ
て
い
な
い
が
故
に
、
天
の
潭
然
た

る
一
理
に
貫
か
れ
て
い
る
。
藤
樹
は
こ
こ
か
ら
、
孔
子
の
「
無
意
」
の
行
為
の

（
調
）

事
実
記
録
で
あ
る
郷
党
篇
に
．
貫
の
心
法
」
を
見
出
し
た
。
し
か
し
郷
党
篇

の
描
写
が
い
く
ら
孔
子
に
親
炎
し
た
門
人
の
「
写
照
之
妙
」
を
尽
く
し
た
も
の

で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
今
日
の
学
問
者
に
と
っ
て
は
、
間
断
な
く
変
通
し
た
聖

人
の
行
為
の
限
定
化
と
固
定
化
を
被
っ
た
文
字
的
記
録
で
し
か
な
い
。
故
に
斯

篇
か
ら
聖
人
の
「
心
」
を
汲
み
取
る
に
は
、
や
は
り
主
体
の
側
の
工
夫
が
不
可

欠
で
あ
る
。

藤
樹
は
そ
の
工
夫
の
基
本
を
、
記
述
さ
れ
た
も
の
は
「
通
」
で
あ
る
と
の
自

覚
を
前
提
と
し
て
、
記
述
さ
れ
た
行
為
を
視
覚
的
に
甦
ら
せ
る
事
と
し
た
。

「
啓
蒙
」
は
前
出
『
集
註
』
「
伊
氏
日
」
か
ら
「
宛
然
如
し
在
し
目
」
を
引
き
、

記
述
の
「
光
景
」
性
を
強
調
す
る
。
ま
た
「
考
」
に
於
け
る
詳
密
な
礼
の
考
察

は
、
そ
の
為
の
考
証
的
手
続
き
に
他
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
「
通
」
の
読
解
が
観
念
的
分
析
に
陥
ら
な
い
為
の
努
力
で
あ
る
。

し
か
し
記
述
が
本
質
的
に
言
語
表
現
に
繁
る
以
上
、
よ
り
積
極
的
に
「
通
」
を

一
一
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超
越
す
る
工
夫
論
が
必
要
な
事
は
言
う
迄
も
な
い
。

藤
樹
は
「
啓
蒙
」
に
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

郷
党
一
篇
。
書
二
出
夫
子
徳
光
之
影
迩
一
。
以
開
下
示
所
三
以
后
学
求
二
得
聖

心
一
之
筌
蹄
上
。
（
四
○
五
頁
）

「
筌
蹄
」
の
語
は
、
「
註
證
」
が
示
す
如
く
『
荘
子
』
外
物
篇
に
基
き
、
「
言
」

（
鰹
）

は
道
を
得
る
手
段
に
過
ぎ
ず
、
忘
言
裏
に
悟
り
の
あ
る
事
を
い
う
。
経
典
を

「
通
」
と
見
倣
し
、
道
の
真
と
区
別
す
る
思
想
も
『
荘
子
』
（
天
運
篇
）
に
源

（
坊
）

を
持
つ
。
有
意
分
別
の
有
限
性
を
問
題
と
す
る
藤
樹
の
心
法
は
、
道
家
の
論
理

に
親
近
す
る
。

し
か
し
藤
樹
学
は
、
「
通
」
の
具
体
相
を
は
じ
め
か
ら
問
題
と
し
な
い
老
仏

の
学
と
は
異
る
。
藤
樹
の
「
心
椰
差
別
」
の
論
理
を
端
的
に
示
す
の
は
、
「
啓

蒙
」
の
次
の
一
文
中
の
「
凡
例
」
の
語
で
あ
る
。

首
記
下
在
一
一
郷
党
宗
廟
朝
廷
一
言
貌
之
不
舎
同
。
而
為
二
時
中
之
凡
例
一
。
（
四

○
六
頁
）

そ
の
典
拠
は
「
訓
詰
」
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
「
凡
例
」
の
語
は
、
杜
預
の

『
春
秋
経
伝
集
解
』
に
提
示
さ
れ
た
『
左
氏
伝
』
解
釈
の
基
本
と
な
る
概
念
で

あ
る
。
即
ち
、

其
発
し
凡
以
言
し
例
、
皆
経
国
之
常
制
、
周
公
之
垂
法
、
史
書
之
旧
章
、
仲

尼
従
而
脩
し
之
、
以
成
二
一
経
之
通
体
へ
其
微
顕
閨
し
幽
、
裁
二
成
義
類
一
者
、

皆
拠
一
旧
例
一
而
発
レ
義
、
指
二
行
事
一
以
正
一
褒
瞳
一
、
（
『
春
秋
経
伝
集
解
』

序
）

古
来
『
春
秋
』
は
、
魯
の
史
記
（
史
官
の
記
録
）
を
孔
子
が
筆
削
し
た
も
の

と
さ
れ
て
き
た
。
『
礼
記
』
玉
操
に
「
動
則
左
史
書
し
之
、
言
則
右
史
書
し
之
（
其

書
春
秋
尚
書
、
其
存
者
Ｉ
鄭
注
）
と
あ
る
様
に
、
古
代
中
国
に
あ
っ
て
は
天
子

の
二
の
言
行
は
直
ち
に
史
官
の
記
録
と
な
り
、
そ
れ
が
徹
底
し
た
事
実
記
事

で
あ
る
事
に
よ
り
、
そ
れ
に
は
普
遍
的
な
義
理
が
含
意
さ
れ
る
と
さ
れ
た
。

『
史
記
』
大
史
公
自
序
に
記
さ
れ
た
「
我
欲
し
載
二
之
空
言
一
、
不
し
如
干
見
二
之
於

行
事
一
之
深
切
著
明
仁
也
」
と
い
う
孔
子
の
言
は
、
斯
か
る
中
国
の
歴
史
記
述
の

伝
統
に
由
来
す
る
。
『
春
秋
』
は
孔
子
の
手
に
繁
る
と
さ
れ
た
事
に
よ
り
、
特

に
そ
の
簡
略
な
「
行
事
」
の
事
実
記
録
の
内
に
万
事
に
超
越
す
る
秩
序
原
理
が

寓
せ
ら
れ
る
と
観
念
さ
れ
た
。
爾
来
、
微
辞
か
ら
如
何
に
大
義
を
抽
出
す
る
か

を
問
題
に
し
て
展
開
し
た
の
が
春
秋
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
『
公
羊
伝
』
が

一
字
一
句
に
義
理
の
穿
鑿
を
求
め
る
立
場
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
左
氏
伝
』
は

事
実
の
記
録
性
を
重
視
す
る
立
場
で
あ
る
。
朱
子
は
前
者
を
経
学
的
立
場
、
後

（
釦
）

者
を
史
学
的
立
場
と
述
べ
て
い
る
。

（
”
）

杜
預
の
春
秋
学
史
上
の
第
一
の
意
義
は
、
後
者
の
立
場
を
提
唱
し
て
、
『
春

秋
』
が
そ
の
成
立
過
程
か
ら
「
凡
例
」
「
変
例
」
「
非
例
」
の
三
部
分
か
ら
成

っ
て
い
る
事
を
示
し
た
事
に
あ
る
。
「
凡
例
」
は
右
の
引
用
に
言
う
如
く
、
魯

史
記
に
基
い
て
朱
子
が
選
述
し
た
、
周
公
の
遺
法
の
実
践
に
関
わ
る
記
録
部
分

ｌ
旧
例
と
さ
れ
た
。
「
変
例
」
は
孔
子
修
定
の
際
の
「
新
意
」
、
「
非
例
」
は

前
二
者
が
「
義
例
」
で
あ
る
の
と
は
異
な
り
、
褒
瞳
を
含
ま
な
い
記
事
と
さ
れ

た
。
即
ち
「
凡
例
」
は
、
杜
預
春
秋
学
が
特
に
『
春
秋
』
の
基
層
と
認
め
、

「
史
」
の
典
型
と
確
定
し
た
部
分
と
い
え
る
。

斯
か
る
上
で
杜
預
は
、
事
の
記
録
か
ら
義
を
汲
み
取
る
体
系
的
な
方
法
論
を

提
出
し
た
。
そ
れ
を
詳
述
す
る
余
裕
は
こ
こ
に
無
い
が
、
簡
単
に
言
え
ば
そ
れ

は
「
義
例
」
の
内
外
を
総
合
的
に
把
握
す
る
事
を
基
礎
と
す
る
類
推
と
演
緯
の

方
法
で
あ
り
、
そ
の
中
で
特
に
、
運
然
た
る
事
的
世
界
の
「
通
」
そ
れ
自
体

に
ゆ
っ
た
り
と
浸
り
き
る
中
で
の
自
得
が
説
か
れ
た
。
『
春
秋
経
伝
集
解
』
序

一
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は
、
そ
れ
を
次
の
様
に
述
べ
る
。

優
而
柔
し
之
、
使
二
自
求
戸
之
、
礎
而
妖
し
之
、
使
二
自
趨
ア
之
、
若
二
江
海
之

浸
、
膏
沢
之
潤
一
、
澳
然
狄
釈
、
怡
然
理
順
、
然
後
為
し
得
也
、

杜
預
は
斯
く
す
る
事
に
よ
り
、
公
羊
学
の
．
字
褒
賤
」
説
が
義
の
穿
鑿
に

急
ぐ
余
り
、
牽
強
附
会
の
盗
意
的
解
釈
に
陥
っ
た
弊
を
越
え
ん
と
し
た
の
で
あ

ヲ
（
》
○

程
伊
川
は
、
次
の
様
に
『
春
秋
』
解
釈
の
方
法
を
述
べ
る
。

其
微
辞
隠
義
、
時
措
従
レ
宜
者
、
為
し
難
し
知
、
…
夫
観
二
百
物
一
、
然
後
識
二

化
工
之
神
一
、
聚
｜
一
衆
材
一
、
然
後
知
二
作
室
之
用
一
、
於
二
一
事
一
義
一
、
而

欲
レ
窺
二
聖
人
之
用
Ｐ
心
、
非
二
上
智
一
不
し
能
也
、
故
学
一
春
秋
一
者
、
必
優
勝

酒
泳
、
黙
識
心
通
、
然
後
能
造
一
其
微
一
也
、
（
「
春
秋
伝
序
」
、
『
二
程

全
書
』
巻
四
九
１
１
）

杜
預
の
言
は
伊
川
に
高
く
評
価
さ
れ
、
次
の
如
き
形
で
学
の
中
心
に
受
容
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

有
二
学
不
レ
至
而
言
至
者
一
、
循
二
其
言
一
亦
可
二
以
入
杉
道
、
筍
子
日
、
真
積

力
久
則
入
、
杜
預
日
、
優
而
柔
し
之
使
二
自
求
咳
之
、
燃
而
鼓
し
之
使
二
自
趨
ア

之
、
管
子
日
、
思
レ
之
思
レ
之
又
重
思
し
之
…
、
（
同
書
巻
二
八
Ｉ
ｕ
、
巻

四
一
ｌ
棚
に
重
録
）

斯
か
る
観
念
は
朱
子
の
学
に
定
着
す
る
。

先
生
独
泳
之
説
、
乃
杜
元
凱
優
而
柔
し
之
之
意
、
日
、
固
是
加
レ
此
、
亦

不
レ
用
二
加
レ
此
鮮
説
一
、
所
謂
梱
泳
者
、
只
是
子
細
読
書
之
異
名
也
、
（
『
朱

子
語
類
』
巻
二
六
ｌ
妬
、
巻
三
二
ｌ
弘
）

（
羽
）

朱
子
は
義
理
顕
彰
の
点
で
は
胡
安
国
の
『
春
秋
伝
』
を
推
し
た
が
、
そ
の
牽

強
的
態
度
を
批
判
し
、
実
証
に
関
わ
っ
て
は
『
左
氏
伝
』
を
尊
重
し
た
。
朱
子

に
於
い
て
．
字
褒
瞳
」
説
は
否
定
さ
れ
、
「
春
秋
直
書
」
説
が
確
定
す
る
。

さ
て
、
迂
遠
な
が
ら
杜
預
か
ら
朱
子
に
至
る
春
秋
学
を
概
観
し
た
の
は
、
斯

か
る
春
秋
学
と
藤
樹
の
「
心
迩
差
別
」
論
と
が
同
じ
問
題
関
心
か
ら
同
一
の
構

造
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

藤
樹
が
郷
党
篇
に
．
貫
の
心
法
」
を
見
出
し
た
の
は
、
そ
れ
が
孔
子
に
親

炎
し
た
門
弟
に
よ
る
孔
子
の
具
体
的
な
行
為
の
記
録
と
ゑ
た
か
ら
で
あ
る
が
、

「
行
事
」
の
「
直
書
」
は
「
史
」
Ｉ
『
春
秋
』
（
左
氏
伝
）
の
特
徴
で
あ
る
。

藤
樹
は
孔
子
の
振
舞
に
周
公
の
遣
法
の
実
際
的
運
用
を
み
た
が
、
こ
れ
は
特
に

杜
預
の
「
凡
例
」
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
包
括
的
に
は
、
藤
樹
の
郷
党
篇
解
釈

が
「
微
言
大
義
」
の
構
造
を
と
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。
「
啓
蒙
」
は
「
山
梁
雌

雄
、
時
哉
時
哉
」
の
一
句
を
郷
党
篇
の
編
奥
と
規
定
し
た
上
で
、
「
有
し
文
而

伏
。
乃
君
子
之
道
。
衣
し
錦
尚
レ
綱
之
義
」
と
象
徴
的
に
解
釈
す
る
（
四
九
五

頁
）
・
「
註
證
」
が
示
す
様
に
、
「
衣
錦
尚
細
」
は
「
微
之
顕
」
（
「
莫
レ
顕
二

乎
微
一
」
）
の
説
明
と
し
て
『
中
庸
』
終
章
に
引
か
れ
る
『
詩
』
の
語
で
あ
る
。

藤
樹
の
「
言
は
意
を
尽
く
さ
ず
」
の
観
念
は
、
経
典
解
釈
に
於
け
る
「
微
言
大

義
」
に
結
実
し
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
漸
く
我
々
は
、
「
中
期
」
藤
樹
学
に
於
け
る
聖
人
の
「
心
」

把
捉
の
工
夫
論
を
明
ら
か
に
し
得
る
地
平
に
到
達
し
た
。

藤
樹
は
記
述
を
「
以
二
此
一
句
一
例
二
其
余
一
」
（
四
五
二
頁
）
す
る
「
義
例
声
四

○
九
頁
）
と
見
倣
し
、
「
演
緯
」
「
推
類
」
に
よ
り
「
須
下
従
二
題
外
一
想
見
上
」
（
四

六
一
頁
）
と
し
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
「
潜
玩
」
「
玩
味
」
「
熟
玩
」
等
に
よ

る
「
体
調
陛
ｌ
「
喋
識
心
通
」
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
。
斯

か
る
方
法
は
、
杜
預
が
創
り
伊
川
を
経
て
朱
子
に
至
る
春
秋
学
（
左
氏
伝
）
に

於
け
る
、
孔
子
の
真
意
把
握
の
方
法
と
一
致
す
る
。
藤
樹
の
「
心
迩
差
別
」

一
一
一
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論
の
本
質
は
、
以
上
か
ら
、
事
的
世
界
の
「
通
」
の
全
体
に
優
勝
涌
泳
し
、
そ

の
総
合
的
把
握
の
内
に
「
通
」
の
裏
に
存
す
る
「
心
」
と
の
融
解
を
自
ら
に
生

ぜ
し
め
る
方
法
論
で
あ
る
、
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
史
」
に
於
け
る
本
質
把
握
の
方
法
が
「
黙
識
心
通
」
で
あ
っ
た

の
は
、
歴
史
世
界
が
無
限
の
変
易
性
を
本
質
と
す
る
故
に
、
そ
の
内
に
秘
め
ら

（
調
）

れ
た
道
の
本
質
は
固
定
的
な
人
知
を
超
越
す
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

伊
川
は
「
春
秋
以
レ
何
為
し
準
、
無
し
如
二
中
庸
一
、
欲
し
知
二
中
庸
一
、
無
し
如
レ
権
」

（
『
二
程
全
書
』
巻
一
六
Ｉ
Ⅲ
）
と
、
変
易
的
世
界
に
於
け
る
時
中
を
保
障
す

る
「
権
」
の
観
念
を
『
春
秋
』
解
釈
の
中
軸
に
据
え
た
。
伊
川
は
「
権
」
に
つ

い
て
「
須
二
是
黙
識
心
通
：
．
安
排
著
則
不
し
中
」
（
『
孟
子
集
註
』
尽
心
上
）
と

述
べ
て
い
る
。
藤
樹
学
に
於
け
る
「
権
」
の
強
調
も
、
伊
川
（
朱
子
）
を
経
由

し
た
春
秋
学
（
「
更
」
）
の
方
法
と
位
慨
付
け
ら
れ
る
。

以
上
、
本
節
で
は
、
前
節
で
「
中
期
」
藤
樹
学
形
成
の
核
心
を
行
為
論
に
於

け
る
盗
意
性
の
克
服
と
見
極
め
、
「
心
迩
差
別
」
論
を
「
通
」
を
通
し
て
「
心
」

を
把
捉
す
る
実
践
的
認
識
論
と
規
定
し
た
事
を
受
け
て
、
「
心
迩
差
別
」
の
論

理
が
春
秋
学
の
「
微
言
大
義
」
の
方
法
論
に
一
致
す
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
心
迩
差
別
」
論
に
対
す
る
旧
来
の
見
解
の
誤
解
は
、
「
意
」
に
拘
わ
れ
な

い
が
故
に
天
と
一
体
化
す
る
と
い
う
聖
人
に
顕
現
す
る
学
問
の
理
想
の
提
示

と
、
そ
れ
に
至
ら
ん
と
す
る
学
問
者
現
在
の
立
場
と
の
差
異
を
見
落
し
た
事
に

基
く
。
「
心
迩
差
別
」
論
が
単
に
「
通
」
を
放
下
し
、
「
神
秘
的
」
に
「
心
」

を
直
観
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
藤
樹
学
は
仏
老
の
学
に
転
化
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
藤
樹
学
は
「
秩
序
を
無
み
す
る
」
も
の
で
は
な
く
、
「
心
の
欲
す
る
所

に
従
っ
て
矩
を
蹄
え
ず
」
と
い
う
、
極
め
て
儒
教
的
な
自
由
を
求
め
る
思
想
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四

最
後
に
、
以
上
の
考
察
を
も
と
に
、
藤
樹
の
「
心
迩
差
別
」
論
と
幕
藩
制
社

会
と
の
内
的
関
係
を
検
討
し
よ
う
。
本
節
は
そ
れ
を
法
観
念
に
的
を
絞
っ
て
考

察
し
、
藤
樹
学
が
素
行
学
と
共
に
、
幕
藩
制
社
会
を
積
極
的
に
担
う
思
想
の
一

翼
で
あ
っ
た
事
を
検
証
す
る
。

ま
ず
、
経
典
の
規
定
を
歴
史
的
に
相
対
化
し
た
上
で
絶
対
的
時
中
を
求
め
る

方
法
を
得
た
事
は
、
礼
法
の
規
定
を
適
宜
「
損
益
」
す
る
事
を
可
能
と
し
た
。

こ
れ
は
、
儒
教
の
精
神
と
日
本
の
「
俗
」
と
の
接
続
（
儒
教
の
日
本
化
、
そ
れ

に
よ
る
日
本
固
有
の
礼
法
の
高
次
化
）
を
意
味
す
る
。
「
心
迩
差
別
」
論
の
斯

か
る
側
面
は
熊
沢
蕃
山
の
「
心
迩
差
別
」
論
に
継
承
さ
れ
発
展
す
る
が
、
こ
れ

は
多
く
の
儒
者
神
道
家
に
共
通
し
て
見
出
さ
れ
る
、
当
時
の
か
な
り
一
般
的
な

思
考
法
で
あ
る
。
そ
の
中
で
特
に
素
行
学
は
、
如
何
に
正
し
い
「
損
益
」
を
得

る
か
を
学
の
中
心
的
課
題
（
格
致
説
）
と
し
て
構
築
さ
れ
た
。
中
国
の
礼
法
を

基
に
日
本
の
礼
法
を
「
損
益
」
し
よ
う
と
す
る
思
想
は
、
朱
子
学
を
そ
の
超
経

験
的
側
面
に
於
い
て
否
定
す
る
思
想
潮
流
（
古
学
派
）
に
結
実
す
る
と
い
え
る
。

し
か
し
藤
樹
の
「
心
迩
差
別
」
論
は
、
斯
か
る
潮
流
と
同
じ
根
か
ら
形
成
さ

れ
な
が
ら
も
、
素
行
学
と
は
反
対
に
経
験
的
知
性
の
限
界
性
の
認
識
を
基
調
と

す
る
の
で
あ
り
、
故
に
本
質
に
於
い
て
個
々
の
「
損
益
」
に
意
を
箸
け
る
事
を

否
定
す
る
方
向
に
働
く
。
（
従
っ
て
、
藤
樹
と
蕃
山
の
「
心
迩
差
別
」
論
は
、

重
大
な
断
絶
的
側
面
を
有
す
る
）
・
藤
樹
学
と
幕
藩
制
社
会
（
制
度
）
と
の
内

的
関
連
の
本
質
は
、
藤
樹
の
「
心
迩
差
別
」
論
が
歴
史
の
具
体
像
に
で
は
な
く

「
史
」
の
世
界
解
釈
の
方
法
論
に
本
質
が
あ
っ
た
如
く
、
思
惟
構
造
上
の
問

題
に
洲
る
。

一

一

四



程
朱
学
の
格
物
窮
理
説
も
、
「
通
」
に
即
し
て
無
形
の
理
を
把
え
る
方
法
論

で
あ
る
。
朱
子
は
「
夫
格
物
者
、
窮
理
之
謂
也
、
蓋
有
二
是
物
一
、
必
有
二
是
理
一
、

然
理
無
し
形
而
難
し
知
、
物
有
し
迩
而
易
し
賭
、
故
因
二
是
物
一
以
求
し
之
、
使
三
是
理

瞭
一
一
然
心
目
間
一
」
（
「
癸
未
垂
拱
奏
割
こ
、
『
朱
子
文
集
』
巻
一
三
）
と
述
べ

る
。
そ
し
て
『
春
秋
』
（
「
史
」
）
は
そ
の
顕
著
な
「
通
」
的
性
格
の
故
に
「
窮

（
卯
）

理
之
要
」
と
さ
れ
、
ま
た
「
優
柔
墜
妖
」
ｌ
「
涌
泳
」
は
程
朱
学
で
は
読
書
法

一
般
に
敷
桁
さ
れ
て
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
程
朱
格
物
説
の
最
大
の
特
徴
は
、
基
礎
か
ら
段
階
的
に
微
妙
な
応
用

に
至
る
漸
進
的
努
力
の
積
累
に
あ
る
事
は
言
う
迄
も
な
い
。

程
朱
学
で
は
、
読
書
の
階
梯
論
と
し
て
、
先
ず
四
書
（
経
）
を
読
象
義
理
の

大
綱
を
会
得
し
た
後
に
は
じ
め
て
そ
の
実
際
的
応
用
と
し
て
『
春
秋
』
Ｉ
「
史
」

を
読
む
べ
き
事
を
説
く
。

且
先
読
二
論
語
孟
子
一
、
更
読
二
一
経
一
、
然
後
看
二
春
秋
一
、
先
識
二
得
箇
義

理
一
、
方
可
レ
着
二
春
秋
一
、
（
『
二
程
全
書
』
巻
一
六
ｌ
Ⅷ
、
伊
川
の
語
）

凡
読
レ
害
、
先
読
二
語
孟
一
然
後
観
し
史
、
則
如
二
明
鑑
在
諺
此
、
而
枅
醜
不
レ

可
レ
逃
、
若
未
レ
読
二
徹
語
孟
中
庸
大
学
一
便
去
レ
着
し
史
、
胸
中
無
二
一
十
権

衡
一
、
多
為
し
所
し
惑
、
（
『
朱
子
語
類
』
巻
二
ｌ
則
）

朱
子
は
ま
た
「
学
二
春
秋
一
…
学
者
最
後
一
段
事
」
（
「
答
魏
元
履
」
、
『
朱
子

文
集
』
巻
三
九
）
と
述
べ
て
い
る
。

即
ち
、
史
実
か
ら
義
理
を
引
き
出
す
事
の
困
難
性
を
認
め
る
が
故
に
、
為
学

者
に
は
却
っ
て
「
経
」
の
重
視
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
程
子
は
『
春
秋
』

解
釈
の
方
法
を
「
権
」
と
規
定
し
た
が
、
「
権
」
は
「
経
」
の
学
習
抜
き
に
は

求
め
得
な
い
の
で
あ
る
。

程
朱
は
、
「
権
」
そ
れ
自
体
の
議
論
に
於
い
て
は
、
「
権
」
を
「
聖
人
之
大

用
」
（
『
論
語
集
註
』
子
牢
）
と
称
揚
し
つ
つ
も
、
そ
れ
故
に
「
非
二
体
し
道

者
一
不
し
能
し
用
」
（
『
孟
子
集
註
』
離
婁
上
）
と
学
習
者
の
臘
等
を
忌
み
、
且

つ
そ
れ
を
「
万
世
不
易
之
常
道
」
た
る
「
経
」
（
同
、
尽
心
下
）
の
「
精
微
曲

（
釦
）

折
処
」
に
於
け
る
補
完
機
能
と
見
倣
し
、
コ
時
之
用
出
二
於
不
Ｐ
得
し
已
者
」

（
同
、
離
婁
上
）
と
限
定
的
に
把
え
て
い
る
。
「
精
微
曲
折
処
」
は
「
動
容
周

旋
」
条
『
集
註
』
（
前
掲
）
で
は
肯
定
的
に
把
え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は

明
ら
か
に
否
定
的
に
観
念
さ
れ
て
い
る
。
右
に
み
ら
れ
る
の
は
、
「
権
」
も
一

理
に
貫
か
れ
る
が
故
に
「
経
」
に
包
摂
さ
れ
る
と
い
う
、
程
朱
学
が
新
し
く
唱

え
た
「
経
ｌ
権
」
説
の
「
経
」
に
対
す
る
厚
い
信
頼
意
識
で
あ
る
。

「
史
」
「
権
」
に
学
の
穂
奥
を
認
め
つ
つ
も
、
「
経
」
の
堅
実
な
学
習
を
重

視
す
る
斯
か
る
程
朱
学
の
態
度
は
、
「
史
」
「
権
」
で
（
そ
し
て
藤
樹
学
で
）

強
調
さ
れ
る
「
黙
識
心
通
」
の
評
価
に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
前
掲

「
無
言
」
条
『
集
註
』
に
示
さ
れ
る
様
に
「
黙
識
」
は
顔
回
に
於
い
て
は
じ
め

て
可
能
な
認
識
と
評
価
さ
れ
な
が
ら
も
、
『
大
学
或
間
」
が
稿
本
に
「
其
所
二

以
精
微
要
妙
不
咳
可
二
測
度
一
者
、
乃
在
二
其
真
積
力
久
心
通
黙
識
之
中
一
」
と
あ

っ
た
の
が
否
定
さ
れ
、
「
及
二
其
真
積
力
久
而
諮
然
貫
通
一
焉
」
云
々
と
改
正
さ

（
犯
）

れ
た
（
「
答
陳
安
卿
書
」
、
『
朱
子
文
集
』
巻
五
七
）
事
に
示
さ
れ
る
様
に
、

そ
れ
は
朱
子
格
物
説
の
中
心
的
概
念
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
藤
樹
は
、
斯
か
る
「
史
」
「
権
」
の
方
法
論
を
無
二
の
も
の
と
し

て
い
る
。
ま
た
藤
樹
の
「
権
」
に
関
す
る
程
朱
と
の
相
異
は
、
「
権
は
此
道
の

惣
名
」
で
常
法
は
「
権
」
の
一
形
態
に
過
ぎ
ず
、
と
程
朱
と
は
逆
に
「
経
」
を

へ
羽
）

「
権
」
の
内
に
含
め
て
把
え
、
「
権
は
聖
人
の
妙
用
に
し
て
初
学
の
人
受
用
す

る
こ
と
あ
た
は
ず
と
い
へ
ど
も
、
工
夫
の
準
的
は
か
な
ら
ず
権
を
目
あ
て
と
す

べ
し
」
（
『
翁
問
答
』
、
一
三
七
頁
）
と
、
「
権
」
の
学
習
を
初
学
者
に
も
要

一
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請
し
た
点
に
あ
る
。
即
ち
藤
樹
学
は
、
程
朱
学
の
枠
内
に
あ
り
つ
つ
、
程
朱
学

に
於
い
て
基
本
と
な
る
「
経
」
を
欠
落
乃
至
軽
視
し
、
微
妙
な
実
際
的
応
用
で

あ
る
「
史
」
「
権
」
を
一
面
的
に
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

藤
樹
学
と
程
朱
学
と
の
間
の
斯
か
る
差
異
の
背
後
に
は
、
両
者
の
依
拠
し
た

社
会
の
国
制
的
な
相
異
が
考
え
ら
れ
る
。

程
朱
学
は
伝
統
的
な
礼
法
制
度
へ
の
超
越
的
信
頼
の
上
に
構
築
さ
れ
て
い

る
。
聖
人
の
礼
法
を
法
源
と
す
る
歴
朝
の
律
令
の
存
在
は
、
そ
れ
を
現
実
面
に

於
い
て
保
障
す
る
。
故
に
程
朱
学
で
は
、
「
精
微
曲
折
処
」
に
於
け
る
時
中
を

説
き
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
常
法
の
変
と
し
て
処
理
さ
れ
得
た
の
で
あ
る
。

へ
認
）

そ
れ
に
対
し
、
徳
川
社
会
は
一
貫
し
て
「
キ
ッ
ト
シ
タ
ル
制
度
」
を
持
た

ず
、
初
期
に
洲
る
程
、
制
度
を
立
て
な
い
事
が
肯
定
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
臨
機
的
決
断
を
重
ん
ず
る
武
家
社
会
の
伝
統
に
由
来
す
る
。

藤
樹
の
「
心
迩
差
別
」
論
に
は
、
次
の
如
き
法
意
識
が
重
い
比
重
で
存
在
す

る
。

よ
き
法
度
は
活
法
と
て
、
事
を
さ
し
て
さ
だ
め
ぬ
も
の
に
て
候
。
一
偏
に

さ
だ
ま
り
た
る
を
ぱ
死
法
と
い
ひ
て
、
用
に
た
入
ぬ
も
の
な
り
。
法
度
に

も
心
・
迩
の
差
別
あ
り
。
（
『
翁
問
答
』
、
七
○
頁
）

次
は
、
池
田
光
政
の
言
で
あ
る
。

惣
テ
法
卜
云
事
ナ
ク
テ
ハ
不
叶
儀
二
候
、
併
定
メ
縦
〈
死
法
也
、
又
か
わ

る
ノ
、
と
定
も
死
法
二
て
候
、
先
〈
替
ル
ノ
、
ノ
法
一
一
よ
り
テ
時
二
よ
り

テ
指
引
可
仕
候
事
、
是
又
左
様
ニ
可
心
得
由
申
聞
候
事
、
（
『
池
田
光
政

日
記
』
寛
文
元
年
、
五
三
三
頁
）

固
定
的
な
法
に
拘
束
さ
れ
て
は
千
変
万
化
す
る
現
実
に
対
処
で
き
な
い
と

し
、
時
宜
の
命
令
を
出
す
主
体
の
確
立
を
第
一
義
と
す
る
観
念
は
、
近
世
武
家

に
一
般
的
な
政
道
論
で
あ
っ
た
。

藤
樹
学
に
於
け
る
「
微
言
大
義
」
的
観
念
は
、
武
家
の
伝
統
的
法
意
識
に
於

へ
鍋
）

け
る
「
不
文
的
傾
向
」
と
対
応
し
、
「
権
」
の
「
経
」
に
対
す
る
優
越
は
、
武

（
お
）

家
の
「
弥
縫
的
政
策
」
と
対
応
す
る
。
顧
る
に
藤
樹
の
「
格
套
」
の
問
題
は
、

儒
礼
の
異
俗
性
そ
れ
自
体
以
上
に
、
そ
の
形
式
主
義
が
武
家
社
会
の
伝
統
に
染

ま
な
か
っ
た
事
に
起
因
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
引
用
で
光
政
は
藤
樹
以
上
に
法
の
必
要
を
説
い
て
い
る
。

現
実
の
行
政
に
法
の
制
定
が
不
可
欠
な
事
は
言
う
迄
も
な
い
。
近
世
の
法
制

は
、
干
渉
的
で
繁
雑
な
制
定
法
に
よ
る
行
政
の
法
度
支
配
を
一
方
の
特
徴
と
す

る
が
、
こ
の
一
見
武
家
の
伝
統
的
法
意
識
と
矛
盾
す
る
か
の
如
き
特
徴
は
、
法

に
対
す
る
信
頼
な
く
し
て
対
症
的
に
法
を
発
す
る
、
当
然
の
結
果
で
あ
る
。

蕃
山
、
特
に
素
行
の
「
損
益
」
論
は
斯
か
る
近
世
の
制
定
法
を
、
聖
人
の
礼

法
を
斜
酌
す
る
事
に
よ
り
制
度
的
に
高
め
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

彼
等
は
中
国
に
比
し
て
「
易
簡
」
な
制
度
を
求
め
た
。
こ
れ
は
武
家
の
伝
統
的

法
意
識
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
彼
等
は
制
定
法
の
効
用
を
認
め
る
事
に
於

い
て
行
政
者
に
即
す
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
故
に
、
近
世
社
会
に
於
け

る
法
度
支
配
の
現
実
に
対
応
し
て
、
法
を
超
越
的
原
理
の
下
に
普
遍
化
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

幕
藩
制
社
会
が
明
示
さ
れ
た
体
系
の
な
い
「
精
微
曲
折
処
」
の
集
合
体
で
あ

っ
た
が
故
に
、
素
行
の
格
致
説
は
脱
然
貫
通
な
き
経
験
の
無
限
的
積
累
と
な
っ

た
。
然
し
て
斯
か
る
社
会
に
於
い
て
、
藤
樹
は
経
験
的
知
性
の
有
限
性
を
認
識

し
、
「
心
迩
差
別
」
論
に
於
け
る
「
黙
識
心
通
」
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

修
己
と
治
人
の
統
一
と
い
う
朱
子
学
的
思
惟
を
保
証
し
た
大
き
な
要
因
は
、

聖
人
の
礼
法
の
権
威
と
そ
れ
に
基
く
律
令
の
存
在
で
あ
っ
た
。
斯
か
る
法
制
的

一
一
一
ハ



伝
統
を
持
た
な
い
幕
藩
制
社
会
に
於
い
て
、
朱
子
学
的
思
惟
は
修
己
の
学
と
治

人
の
学
と
に
分
裂
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

藤
樹
学
は
、
藤
樹
の
帰
郷
（
二
十
七
歳
）
Ｉ
行
政
者
的
側
面
の
捨
象
に
よ

り
、
個
と
し
て
の
武
士
の
心
法
に
純
化
す
る
方
向
性
を
確
定
し
た
。
そ
し
て

「
後
期
」
藤
樹
学
は
、
柳
生
宗
矩
等
の
剣
法
家
の
心
法
に
極
め
て
類
似
す
る
構

へ
妬
〉

造
を
持
つ
に
至
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
藤
樹
学
の
時
期
区
分
の
研
究
史
は
、
木
村
光
徳
氏
『
藤
樹
学
の
成
立

に
関
す
る
研
究
』
下
編
第
一
章
に
詳
し
い
。
本
稿
は
、
同
書
の
出
版
直

後
に
発
表
さ
れ
た
玉
懸
博
之
氏
「
中
江
藤
樹
の
「
中
期
」
の
思
想
」

（
『
文
化
』
妬
１
４
）
の
見
解
と
同
じ
く
、
三
十
一
歳
（
格
套
と
四
書

中
心
を
否
定
、
五
経
に
感
得
し
て
『
持
敬
図
説
』
『
原
人
』
を
著
作
）

か
ら
三
十
七
歳
（
「
心
事
一
元
」
の
自
覚
、
前
二
書
の
放
榔
）
ま
で
を

「
中
期
」
と
す
る
。

一
流
九
九

（
２
）
例
え
ば
前
田
利
家
・
利
長
「
両
亜
相
公
治
命
書
」
（
慶
長
四
年
）
の

「
武
道
は
か
り
を
本
と
す
る
事
有
間
敷
候
、
文
武
二
道
之
侍
稀
な
る
間

…
」
（
近
藤
斉
氏
『
近
世
以
降
武
家
家
訓
の
研
究
』
資
料
篇
七
八
頁
）
。

（
３
）
源
了
圓
氏
『
近
世
初
期
実
学
思
想
の
研
究
』
終
章
参
照
。

（
４
）
『
本
佐
録
』
「
仏
法
・
禅
法
今
の
世
の
儒
者
、
皆
堯
舜
の
道
の
妨
と

成
て
、
天
下
の
乱
の
本
と
な
る
事
を
人
不
レ
知
候
也
」
（
二
九
五
頁
）
。

本
文
所
引
の
「
板
倉
重
矩
遺
書
」
も
「
今
時
の
学
者
は
、
口
利
口
の
た

め
に
し
て
、
わ
が
身
持
は
せ
ず
、
下
々
は
身
す
ぎ
の
た
め
に
し
て
、
人

が
ら
悪
者
多
」
と
続
く
。
『
豊
内
記
』
に
も
「
賢
人
ト
ハ
学
間
者
ノ
事

、、

汗

候
哉
。
答
日
。
左
一
天
非
ス
。
日
本
ノ
学
者
ヲ
見
レ
バ
・
大
半
欲
深
ク

心
僻
テ
。
政
ノ
助
ト
ハ
難
成
」
（
中
、
続
群
書
類
従
別
下
六
二
頁
）
と

あ
る
。

（
５
）
正
三
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
は
、
大
桑
斉
氏
「
近
世
初
期
の
仏
教
復

古
連
動
」
（
『
日
本
に
お
け
る
国
家
と
宗
教
』
）
参
照
。

（
６
）
源
了
圓
氏
「
近
世
前
期
の
剣
法
論
に
お
け
る
「
心
法
」
の
問
題
」
（
日

本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
略
）
参
照
。

（
７
）
『
日
本
近
代
法
史
講
義
』
七
頁
。

（
８
）
近
代
日
本
思
想
史
講
座
６
『
自
我
と
環
境
』
三
八
七
頁
。

（
９
）
『
葉
隠
』
も
学
問
を
全
否
定
し
た
の
で
は
な
い
。
「
学
文
は
能
事
な

れ
共
」
と
し
な
が
ら
「
大
形
見
解
が
高
く
成
、
理
好
に
成
」
（
聞
害
一
、

大
系
調
二
四
三
頁
）
の
弊
を
嫌
っ
た
の
で
あ
る
。

（
皿
）
相
良
亨
氏
「
武
士
の
思
想
」
（
日
本
の
思
想
９
「
解
説
」
）
参
照
。

（
ｕ
）
例
え
ば
『
豊
内
記
』
上
「
抑
儒
道
ノ
学
文
〈
・
心
ヲ
明
ラ
カ
’
一
シ
国

家
ヲ
治
ル
道
ナ
リ
シ
ヲ
。
漢
儒
誤
り
其
旨
ヲ
不
知
。
宋
朝
二
至
リ
テ
．
：

儒
道
ノ
旨
。
又
世
二
明
カ
ナ
リ
。
我
朝
一
一
モ
古
注
ノ
学
者
。
儒
ノ
本
意

ヘ
ナ
、
史
籍
集
覧
本
）

ヲ
不
知
。
学
文
卜
云
〈
文
ヲ
カ
キ
詩
ヲ
作
り
。
物
ノ
本
ヘ
ト
多
ク
ョ
ミ

タ
ル
ヲ
物
知
リ
ト
云
イ
ハ
ャ
シ
テ
。
大
道
ヲ
知
ラ
サ
リ
シ
ニ
・
妙
尋
院

（
藤
原
怪
窩
Ｉ
筆
者
注
）
ト
云
大
儒
。
世
二
生
レ
テ
儒
道
ノ
本
意
ヲ
広

メ
給
ヘ
リ
」
（
前
掲
書
四
一
頁
）
・

一
五
八
椎
’
一
六
六
二

（
皿
）
幕
閣
中
の
最
右
翼
酒
井
忠
勝
は
「
儒
は
物
知
り
と
訳
せ
ず
や
」
と

却
っ
て
林
春
斎
の
無
知
を
詰
っ
て
い
る
（
『
明
良
洪
範
』
巻
一
、
国
書

刊
行
会
版
四
頁
）
・

（
昭
）
石
田
一
良
氏
「
林
羅
山
の
思
想
」
（
大
系
記
「
解
説
」
）
、
源
了
圓

二

七



氏
「
藤
原
猩
窩
と
林
羅
山
」
（
『
近
世
初
期
実
学
思
想
の
研
究
』
）
、

日
野
龍
夫
氏
「
林
羅
山
に
お
け
る
現
実
と
の
適
合
」
（
講
座
日
本
近
世

史
９
『
近
世
思
想
論
』
）
、
等
。

（
Ⅲ
）
「
ま
つ
り
ご
と
は
明
徳
を
あ
き
ら
か
に
す
る
学
問
、
が
く
も
ん
は
天

下
国
家
を
お
さ
む
る
政
な
り
。
本
来
一
に
し
て
二
、
二
に
し
て
ご

（
『
翁
問
答
』
、
七
三
頁
）
・

（
燗
）
尾
藤
正
英
氏
「
中
江
藤
樹
の
周
辺
」
（
大
系
調
「
解
説
」
）
参
照
。

（
略
）
石
井
紫
郎
氏
「
「
武
家
」
と
し
て
「
天
下
国
家
」
の
統
治
を
担
当
し

な
が
ら
、
「
武
士
」
の
主
従
関
係
と
そ
の
エ
ー
ト
ス
を
持
ち
続
け
て
い

る
と
い
う
二
重
構
造
が
幕
藩
体
制
を
特
徴
づ
け
て
い
る
」
（
「
近
世
の

国
制
に
お
け
る
「
武
家
」
と
「
武
士
」
」
、
大
系
”
「
解
説
」
）
・

（
Ⅳ
）
藤
樹
学
は
張
載
の
哲
学
を
理
論
的
前
提
と
す
る
。
「
通
」
の
概
念
も

張
載
の
次
の
説
に
よ
り
理
解
さ
れ
る
。

形
而
上
、
是
元
↓
一
形
体
一
者
也
、
故
形
以
上
者
謂
二
之
道
一
也
、
形
而
下
、

是
有
二
形
体
一
者
也
、
故
形
以
下
者
謂
二
之
器
一
也
、
元
二
形
迩
一
者
即
道
也
、

如
二
大
徳
敦
化
一
是
也
、
有
二
形
迩
一
者
即
器
也
、
見
二
於
事
実
一
、
如
↓
一
礼

義
一
是
也
、
（
『
易
説
』
）

気
一
元
論
を
と
る
張
載
は
、
程
朱
と
異
な
り
形
而
上
下
を
文
字
通
り

形
（
気
の
聚
）
無
形
（
気
の
散
）
と
把
え
る
。
大
虚
は
気
の
散
じ
尽
く

し
た
状
態
で
あ
る
と
共
に
気
の
本
体
で
あ
る
。
万
物
は
本
来
、
大
虚
の

無
磯
な
る
作
用
、
「
変
化
の
客
形
」
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
有
形
な

る
が
故
に
自
身
を
絶
対
化
、
大
虚
に
対
立
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
人
間
論

で
は
、
こ
れ
は
気
質
の
性
（
聞
見
小
知
）
と
天
地
の
性
（
天
徳
良
知
）

と
の
対
立
と
な
る
が
、
張
載
は
絶
し
四
（
意
必
固
我
Ｉ
思
）
に
よ
る
気
質

の
変
化
、
天
人
の
一
体
化
を
説
く
。
固
滞
偏
滞
の
意
味
を
含
む
斯
か
る

人
物
の
現
実
存
在
が
「
通
」
で
あ
る
。

（
鴫
）
最
も
そ
れ
を
強
調
す
る
の
は
、
玉
懸
博
之
氏
前
掲
論
文
、
及
び
佐
久

間
正
氏
「
時
処
位
論
の
展
開
ｌ
藤
樹
か
ら
蕃
山
へ
ｌ
」
（
日
本
思
想
史

研
究
９
）
で
あ
る
。

（
岨
）
『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
ｌ
師
。
「
禅
家
則
但
以
二
虚
霊
不
昧
者
一
為
し

性
、
而
無
二
以
具
衆
理
以
下
之
事
一
」
と
続
く
。

（
別
）
「
孝
悌
神
明
無
二
両
事
一
／
乾
元
聖
徳
察
二
人
倫
一
／
莫
レ
言
只
是
学
之

小
／
一
片
彩
霞
千
紫
春
」
（
詩
、
三
十
二
歳
の
賦
、
『
藤
樹
先
生
全
集
』

１
八
七
’
八
頁
）
・
泗
掃
応
対
の
瓊
事
も
理
一
に
貫
か
れ
る
と
い
う
考

え
は
、
闇
斎
も
強
調
し
た
。
藤
樹
の
『
小
学
』
尊
重
と
「
心
迩
差
別
」

論
形
成
と
の
同
時
的
進
行
に
注
意
さ
れ
た
い
。

（
劃
）
加
藤
盛
一
氏
『
全
集
』
「
解
題
」
、
及
び
木
村
光
徳
氏
前
掲
書
三
九

五
’
四
○
五
頁
参
照
。

（
魂
）
『
朱
子
語
類
』
巻
六
八
Ｉ
的
「
保
二
合
太
和
一
、
天
地
万
物
皆
然
、
天

地
便
是
大
底
万
物
、
万
物
便
是
小
底
天
地
」
に
拠
る
か
。

（
認
）
『
論
語
』
里
仁
中
の
語
。
『
集
註
』
は
「
夫
子
之
一
理
潭
然
而
涯
応

曲
当
、
譽
則
天
地
之
至
誠
無
息
而
万
物
各
得
二
其
所
一
也
、
…
蓋
至
誠
無

息
者
、
道
之
体
也
、
万
殊
之
所
二
以
一
本
一
也
、
万
物
各
得
二
其
所
一
者
、

道
之
用
也
、
一
本
之
所
二
以
万
殊
一
也
」
・

（
型
）
「
筌
者
所
二
以
在
Ｆ
魚
、
得
し
魚
而
忘
レ
筌
、
蹄
者
所
二
以
在
戸
兎
、
得
し

兎
而
忘
レ
蹄
、
言
者
所
二
以
在
ア
意
、
得
し
意
而
忘
レ
言
、
吾
安
得
↓
一
夫
忘
言

之
人
一
、
而
与
し
之
言
哉
」
・

（
溺
）
「
夫
六
経
、
先
王
之
陳
迩
也
、
豈
其
所
二
以
迩
一
哉
、
今
子
之
所
し
言
、

一

一

八



猶
し
通
、
夫
迩
、
履
之
所
し
出
而
豈
履
哉
」
・

（
郡
）
「
左
氏
是
史
学
、
公
穀
是
経
学
、
史
学
者
記
二
得
事
一
却
詳
、
於
二
道
理

上
一
便
差
、
経
学
者
於
二
義
理
上
一
有
し
功
、
然
記
レ
事
多
娯
」
（
『
朱
子
語

類
』
巻
八
三
Ｉ
犯
）
・

（
”
）
川
勝
義
雄
氏
『
史
学
論
集
』
参
照
。

（
記
）
鎌
田
正
氏
「
朱
子
と
春
秋
」
（
『
朱
子
学
入
門
』
、
二
四
八
頁
Ｉ
）

参
照
。

（
羽
）
川
勝
義
雄
氏
前
掲
書
「
総
説
」
参
照
。

（
鋤
）
こ
れ
は
、
主
体
か
ら
知
識
が
外
馳
し
が
ち
な
格
物
窮
理
の
工
夫
を
居

敬
の
下
に
統
一
す
る
事
を
主
張
す
る
観
念
で
あ
る
。
本
稿
で
は
考
察
の

対
象
か
ら
外
し
た
が
、
藤
樹
学
が
朱
子
説
を
越
え
て
居
敬
を
強
調
し
た

事
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
藤
樹
の
敬
説
は
彼
の
大
乙
神
祭
祀
へ
と
連

（
瓠
）
「
蓋
精
微
曲
折
処
、
固
非
二
経
之
所
杉
尽
也
、
所
謂
権
者
、
於
二
精
徴

曲
折
処
一
、
曲
尽
二
其
宜
一
、
以
済
二
経
之
所
咳
不
レ
及
耳
」
（
『
朱
子
語
類
』

（
調
）
「
礼
法
は
天
下
万
民
日
用
通
行
の
事
は
り
を
定
た
ま
ふ
も
の
な
れ

ば
、
非
常
の
変
事
に
は
礼
法
な
し
。
…
権
は
此
道
の
惣
名
な
る
故
に
、

礼
法
も
本
権
な
れ
共
、
事
の
模
様
定
り
て
通
あ
る
に
よ
っ
て
、
権
と
名

け
が
た
き
故
に
、
法
と
な
づ
け
た
り
」
（
『
翁
問
答
』
、
一
四
○
頁
）
。

（
弘
）
湯
浅
常
山
『
文
会
雑
記
』
巻
之
一
上
、
日
本
随
筆
大
成
Ｍ
一
八
○
頁
）
。

（
犯
）
ま
た
『
論
語
集
註
』
は
「
黙
而
識
し
之
」
（
述
而
）
を
「
非
二
聖
人
之

極
至
一
」
と
断
じ
て
い
る
。
友
枝
龍
太
郎
氏
『
朱
子
の
思
想
形
成
』
三

巻
三
七
Ｉ
別
）
。

六
一
頁
１
く
参
照
。

っ
て
い
ノ
、
。

（
調
）
三
浦
周
行
氏
『
法
制
史
之
研
究
』
一
○
四
四
頁
。
ま
た
石
井
紫
郎
氏

前
掲
注
（
７
）
論
文
は
、
近
世
法
の
特
徴
を
、
（
１
）
レ
ヒ
ト
的
観
念

の
欠
如
、
（
２
）
領
主
権
力
の
制
定
法
の
圧
倒
的
優
越
、
（
３
）
そ
れ
と

一
見
矛
盾
す
る
「
法
三
章
」
主
義
、
（
４
）
個
別
主
義
的
傾
向
、
〔
（
５
）

（
６
）
略
〕
と
規
定
す
る
。

（
粥
）
未
だ
朱
子
学
の
枠
内
に
あ
っ
て
、
「
中
期
」
藤
樹
学
は
結
局
「
格
套
」

の
矛
盾
を
克
服
で
き
な
か
っ
た
。
「
後
期
」
藤
樹
学
は
、
「
心
」
が
発

動
し
て
未
だ
「
通
」
に
現
象
固
定
化
し
な
い
瞬
間
Ｉ
「
機
」
に
於
い
て

「
意
」
を
克
去
す
る
工
夫
論
に
収
軟
す
る
。

一

一

九


